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〔
要
約
】
　
唐
の
天
子
を
直
接
に
護
衛
す
る
任
に
当
た
る
近
衛
兵
は
、
南
衙
と
北
衙
の
兵
で
あ
っ
て
、
南
衙
は
諸
衛
の
兵
で
あ
り
、
北
衙
は
三
軍
と
称
せ
ら

れ
る
兵
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
何
故
に
南
北
衙
と
称
す
る
か
と
言
う
に
、
唐
で
は
都
城
長
安
の
北
江
に
接
し
て
宮
城
が
在
り
、
こ
の
宮
城
の
前
、
即
ち
南
側

に
皇
城
が
存
在
し
、
宮
城
の
後
、
即
ち
北
側
に
禁
苑
が
存
在
し
た
が
、
諸
衛
の
兵
営
は
、
中
央
の
諸
官
庁
と
共
に
南
側
の
皇
城
内
に
在
り
、
海
軍
の
兵
営

は
、
北
側
の
禁
苑
内
に
在
っ
た
か
ら
、
か
く
称
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
南
北
衙
の
近
衛
兵
も
、
時
代
が
降
る
に
従
っ
て
、
次
第
に
そ
の
制
度
が
崩
れ
た
り

変
化
し
て
、
南
衙
の
兵
は
姿
を
消
し
、
北
衙
の
兵
は
仁
心
軍
の
一
つ
に
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
も
こ
の
姦
策
軍
は
寛
官
の
指
揮
下
に
入
り
、

そ
の
走
狗
と
な
っ
て
働
く
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
南
北
衙
が
変
化
し
た
後
は
、
南
衙
に
は
諸
官
庁
の
文
官
達
は
残
っ
て
い
る
こ
と
と
て
、
こ
れ
を
南

司
と
言
い
、
北
衙
に
残
っ
て
い
る
神
策
軍
は
、
こ
れ
を
北
司
と
言
っ
た
が
、
又
画
策
軍
は
宙
官
に
指
揮
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
、
窟
官
そ
の
も
の
を
も
、

北
極
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
六
四
巻
【
号
　
一
九
八
【
年
一
月

緒

論

中
国
の
正
史
の
志
類
中
に
、
軍
政
の
こ
と
を
取
扱
っ
た
兵
志
が
設
け
ら
れ
た
の
は
、
欧
陽
脩
ら
の
編
纂
せ
る
新
誌
書
か
ら
で
あ
っ
て
、
内
藤

虎
次
郎
先
生
の
著
わ
さ
れ
た
『
支
那
史
学
史
』
に
も
、
こ
の
こ
と
は
、
新
唐
輪
が
一
夕
書
よ
り
優
れ
る
点
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
新
曲

書
巻
五
十
の
兵
志
に
、

夫
所
・
謂
季
禁
薯
南
北
璽
苞
覆
諸
璽
ハ
髭
北
薯
禁
冠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㈲

と
い
う
こ
と
が
見
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
唐
の
天
子
は
、
そ
の
禁
衛
兵
と
し
て
、
南
夷
と
北
衙
の
二
種
の
兵
を
持
っ
て
お
り
、
南
衙
は
諸
衛
の
　
3
7



兵
を
言
う
の
で
あ
り
、
愚
痴
は
禁
鳥
を
言
う
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
南
衛
と
北
衛
の
説
明
は
、
唐
の
初
期
頃
の
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で

あ
っ
て
、
時
代
が
降
る
に
従
っ
て
、
そ
の
内
容
に
変
化
が
生
じ
て
来
て
、
唐
の
後
半
に
は
、
南
北
司
と
称
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
れ
が

ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
を
、
以
下
述
べ
よ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。

38　（38）

二
　
南
衙
十
二
衛
と
北
衙
六
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
禁
衛
兵
の
中
の
南
衙
の
諸
衛
の
兵
と
い
う
の
は
、
十
二
衛
の
兵
士
の
こ
と
で
あ
る
。
十
二
衛
と
い
う
の
は
、
晴
の
制
度
を
承
け
た
も
の
で
あ

っ
て
、
左
右
衛
・
左
右
號
騎
衛
・
左
右
武
衛
・
左
右
威
衛
・
左
右
領
軍
扇
・
左
右
金
吾
衛
を
称
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
外
に
、
皇
太
子
の
禁
衛

兵
と
し
て
、
左
右
衛
極
量
・
左
右
禦
率
府
・
左
右
清
道
二
藍
の
六
参
府
も
あ
っ
た
。
こ
の
十
二
衛
や
六
率
府
の
兵
士
は
衛
士
と
称
せ
ら
れ
、
地

方
に
あ
っ
た
折
衝
府
か
ら
供
給
さ
れ
た
。

　
唐
で
は
唐
会
要
巻
七
十
の
州
県
分
望
道
に
よ
る
と
、
太
宗
の
貞
観
元
年
三
月
十
日
に
、
天
下
を
大
き
く
関
内
道
・
河
南
道
・
河
東
道
・
河
北

道
・
山
南
道
・
朧
右
道
・
准
南
道
・
江
南
道
・
剣
陰
道
・
感
泣
道
の
工
面
に
分
け
、
新
唐
書
巻
五
十
の
兵
志
に
よ
る
と
、
各
道
に
総
数
六
百
三

十
四
の
折
衝
府
を
分
散
し
て
設
け
、
そ
の
中
で
首
都
の
長
安
が
所
在
す
る
関
内
道
に
は
、
二
百
六
十
一
の
折
衝
府
が
置
か
れ
た
。
折
衝
府
の
数

に
は
、
時
代
に
よ
っ
て
増
減
が
あ
る
が
、
男
子
は
年
が
二
十
歳
に
な
る
と
兵
籍
に
入
り
、
六
十
歳
に
な
る
と
免
ぜ
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
男
子
は
、

全
部
折
衝
府
の
兵
士
、
即
ち
府
兵
に
な
る
か
と
言
う
に
、
そ
う
で
も
な
い
の
で
あ
っ
て
、
宋
人
・
砂
丘
卿
の
山
堂
（
群
書
）
考
索
後
藤
巻
四
十
九

兵
門
の
唐
府
兵
の
所
に
、

　
唐
、
二
＋
為
レ
兵
、
六
＋
而
免
、
轄
嶺
野
梅
無
・
常
総
之
労
；
蒔
耕
稼
、
難
治
武
、
課
雷
撃
兵
墾
常
備
之
墨
六
千
而
賦
二
鉱
主
羅
鰯
族
礪

　
鮪
額
町
駐
樋
翻
効
駈
鰍
㈱
累
是
不
呂
悉
民
以
為
ツ
兵
也
、
六
家
倉
供
昌
一
兵
↓
坐
具
不
レ
仰
二
十
次
官
一
也
、

と
あ
り
、
中
等
戸
以
上
の
明
家
の
中
で
、
一
家
に
三
丁
男
が
あ
り
、
し
か
も
そ
の
三
人
の
中
の
材
力
が
あ
る
者
一
人
を
選
ん
で
府
兵
と
な
す
の

で
あ
り
、
そ
の
一
人
の
府
兵
に
必
要
な
糧
食
牛
騙
は
、
六
家
が
共
同
で
供
給
す
る
と
い
う
制
度
で
あ
っ
た
。
府
兵
の
訓
練
は
、
四
季
の
中
の
冬
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季
の
農
閑
期
に
行
わ
れ
、
春
夏
秋
の
三
島
は
、
家
に
在
っ
て
農
業
に
従
事
し
、
こ
の
府
兵
の
中
か
ら
衛
士
が
選
ば
れ
て
、
十
二
衛
や
六
率
府
に

派
遣
番
上
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
衛
士
を
差
出
す
る
折
衝
府
は
、
宋
人
・
王
薄
の
唐
会
要
巻
七
十
二
の
京
城
諸
軍
の
所
に
、
　
「
武
徳
三

年
七
月
十
一
日
、
（
中
略
）
於
レ
是
、
置
二
十
二
衛
将
軍
↓
分
二
関
翻
転
府
一
型
レ
焉
」
と
あ
る
の
や
、
同
じ
く
県
人
・
眼
中
麟
の
玉
上
巻
百
三
十
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

兵
制
の
唐
左
右
十
軍
の
所
に
、
「
諸
衛
皆
調
二
関
内
府
兵
↓
有
レ
急
難
召
昌
諸
等
官
一
領
レ
之
」
と
あ
る
如
く
、
関
内
の
関
内
道
と
そ
の
西
に
あ
る
朧

右
筆
の
二
道
に
あ
る
折
衝
府
で
あ
っ
て
、
差
出
す
る
方
法
は
、
大
唐
六
典
巻
五
兵
部
の
兵
部
嚢
中
の
職
掌
の
所
や
、
旧
唐
書
巻
四
十
三
職
官
志

兵
部
の
兵
部
郎
中
の
職
掌
の
所
に
、

　
（
衛
士
）
皆
取
下
六
品
已
下
子
孫
、
及
白
丁
無
二
職
役
一
者
よ
点
充
、
凡
三
年
一
塗
布
、
成
丁
手
入
、
六
十
而
免
、
量
昌
其
遠
適
↓
品
定
二
番
第
↓

と
見
え
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
「
凡
三
年
一
簡
点
」
と
あ
る
の
は
、
三
年
目
ご
と
に
、
衛
士
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
つ
ま
り
は
三
年
目
ご

と
に
衛
士
の
交
代
が
あ
り
、
従
っ
て
衛
士
と
し
て
の
就
役
の
一
回
の
期
間
は
、
三
年
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
「
成
丁
勲
記
、
六
十

而
免
」
と
あ
る
の
は
、
成
丁
即
ち
二
十
一
歳
の
密
男
か
ら
衛
士
に
な
り
、
五
十
九
歳
ま
で
つ
づ
く
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
既
に
述
べ
た
如
く

二
十
歳
か
ら
兵
籍
に
入
る
の
と
は
、
一
年
遅
い
の
で
あ
る
。

　
唐
の
都
の
長
安
の
都
市
区
劃
は
、
階
の
都
の
大
興
城
の
都
市
区
劃
を
、
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
周
囲
を
城
壁
を
以
て
か
こ
み
、

そ
の
中
央
の
面
壁
に
接
し
て
宮
丘
区
域
が
設
け
ら
れ
て
あ
り
、
宮
閥
は
宮
城
と
皇
城
か
ら
成
り
、
宮
城
は
北
、
皇
城
は
そ
の
南
に
位
し
て
い
た
。

宮
城
の
在
る
と
こ
ろ
は
、
西
内
と
も
称
せ
ら
れ
、
天
子
の
居
住
せ
る
所
で
あ
り
、
そ
の
正
殿
は
太
極
殿
で
あ
っ
た
。
資
治
通
鑑
（
以
下
通
草
と
言

う
）
巻
二
百
九
の
温
容
宗
景
雲
元
年
六
月
甲
申
の
条
に
、
　
「
（
中
宗
）
梓
宮
遷
三
二
太
極
殿
こ
と
あ
る
所
の
胡
三
省
の
註
に
、

　
西
内
正
殿
田
呂
太
極
殿
ハ

と
あ
る
の
や
、
通
鑑
巻
二
百
十
の
唐
玄
宗
開
元
元
年
七
月
の
条
に
、
　
「
魏
知
心
音
丁
太
平
公
主
欲
円
以
二
是
月
四
日
一
作
レ
乱
、
令
乙
常
愈
愈
・
李
慈
、

以
二
羽
林
兵
一
冠
雪
入
武
徳
殿
↓
贅
懐
貞
・
螺
義
・
蒲
至
忠
等
、
於
二
南
牙
↓
挙
レ
兵
応
甲
レ
之
」
と
あ
る
所
の
胡
三
省
の
註
に
も
、

　
西
内
以
昌
太
極
殿
一
為
昌
正
牙
ハ
自
昌
北
門
一
言
レ
之
、
日
昌
南
牙
↓
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③

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
言
う
正
牙
と
は
、
朋
輩
と
同
義
の
語
で
あ
り
、
ま
た
北
門
と
あ
る
の
は
、
通
番
巻
二
百
七
の
唐
中
盤
神
龍
元
年

正
月
壬
午
の
条
に
、
　
「
太
后
疾
甚
、
（
中
略
）
時
太
子
牛
二
北
門
［
起
居
」
ど
あ
、
っ
て
、
こ
こ
に
北
門
が
見
え
て
い
る
が
、
こ
の
北
門
に
対
し
て
、

胡
三
省
は
、

　
　
　
　
ノ
　
　
　
ト
ハ
　
　
　
フ
　
　
　
　
　
　
ヲ

　
洛
陽
宮
北
門
、
亦
日
昌
玄
武
門
ハ
不
下
従
昌
端
門
一
入
齢
而
従
昌
北
門
一
入
、
問
二
起
居
婿
取
別
便
近
一
也
、

と
註
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
当
時
太
后
即
ち
則
天
武
后
は
、
洛
陽
宮
に
居
り
、
皇
太
子
（
中
宗
）
は
そ
の
北
門
か
ら
出
入
し
て
、
太
后
の
起
居
を

間
う
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
北
門
と
は
A
亦
ハ
洛
陽
宮
城
の
玄
武
門
に
罪
な
ら
ず
、
長
安
宮
城
の
玄
武
門
も
、
洛
陽
宮
城
の
玄
武
門
も
、
共
に

北
門
と
言
う
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
玄
武
門
は
共
に
宮
城
の
北
側
の
門
で
あ
り
、
長
安
の
宮
城
で
は
、
こ
こ
を
出
る
と
、
禁
苑
が
あ
る
コ
玉

海
巻
百
一
二
十
八
丘
ハ
制
の
唐
左
右
三
軍
・
の
所
に
「
、

　
唐
禁
軍
、
総
呂
南
北
衙
一
言
レ
之
、
南
衙
語
弊
衛
誤
写
昌
於
宮
南
一
盛
也
、
北
衙
即
北
軍
之
在
昌
禁
苑
一
老
也
、
諸
黙
諾
在
昌
太
極
宮
前
、
朱
雀
門
内
ハ
北
軍
左
右
両

　
軍
、
皆
在
・
苑
奥
蘇
蕪
擁
蘇
（
中
略
）
故
量
南
衙
北
璽

と
述
べ
て
あ
っ
て
、
唐
の
南
北
衙
両
軍
の
駐
屯
せ
る
場
所
を
（
明
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
馬
面
衙
諸
衛
の
兵
営
は
、
太
極
宮
の
前
か

ら
朱
雀
門
に
至
る
問
と
あ
る
。
朱
雀
門
は
宮
城
の
前
に
在
る
豊
城
の
南
側
の
正
門
で
あ
り
、
そ
の
門
が
起
点
と
な
っ
て
朱
雀
門
大
鷺
が
南
に
走

っ
て
明
徳
門
に
至
り
、
こ
の
大
幸
に
よ
っ
て
長
安
城
内
が
左
街
と
南
街
と
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。
従
っ
て
太
極
宮
、
即
ち
宮
城
の
前
か
ら
朱
雀

門
に
至
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ
は
皇
城
の
所
在
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
は
唐
国
家
の
中
央
官
衙
が
集
り
居
る
所
で
あ
り
、
門
衛

あ
兵
営
も
そ
こ
に
混
っ
て
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
そ
の
北
島
石
亀
は
、
北
門
錦
ち
玄
武
門
の
外
の
禁
苑
の
中
に
散
在
し
て
燵
屯
し
て
い
る
兵
隊
で
あ
リ
ハ
宮
城
の
北
に
居
る
か
ら
詰
軍
と
い
う
。

か
く
て
通
鑑
巻
二
百
六
ナ
四
の
唐
昭
寒
天
復
三
年
番
月
乙
未
の
条
の
「
於
」
是
、
朱
全
忠
之
党
昌
布
隠
隠
篇
於
禁
衛
及
京
輔
こ
と
あ
る
所
の
胡

三
省
の
註
に
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
唐
北
門
禁
衛
之
兵
、
皆
屯
晶
於
宮
苑
納
百
司
営
巣
及
南
衙
単
純
、
皆
分
」
居
皇
城
之
内
ハ
百
官
私
選
及
坊
市
居
人
、
皆
分
コ
居
朱
雀
街
之
左
右
街
ハ
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と
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
北
苗
齢
軍
と
か
、
北
牙
禁
軍
と
か
、
北
門
自
軍
と
称
せ
ら
れ
る
禁
衛
兵
は
、
唐
の
朝
廷
が
南
衙
の
十
二
衛
と
は
別
に

し
て
、
北
衙
幕
軍
を
設
け
る
と
い
う
計
画
の
も
と
に
造
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
長
安
城
の
衛
戌
軍
は
、
十
二
衛
を
以
て
当
て
る
と
い
う
こ
と

が
、
綱
度
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
別
に
制
度
に
な
い
北
頭
禁
軍
が
設
け
ら
れ
て
、
二
つ
の
禁
軍
が
出
来
た
の
は
、
偶
然
の
原
因
に

よ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
新
唐
書
巻
五
十
の
兵
志
に
よ
る
と
、
唐
の
高
祖
が
太
原
に
書
起
し
て
兵
を
率
い
、
階
宋
の
大
乱
を
平
定
し
て
唐
の

国
家
を
創
り
終
る
と
、
太
原
か
ら
率
い
て
来
た
部
下
達
を
、
復
員
帰
郷
せ
し
め
る
こ
と
と
し
た
。
し
か
る
と
こ
ろ
、
そ
の
部
下
達
の
中
に
は
、

引
続
い
て
高
祖
の
許
に
と
ど
ま
り
、
宿
衛
の
務
め
に
服
し
た
い
と
願
う
老
が
三
万
人
程
あ
っ
た
。
高
祖
は
そ
の
願
い
を
容
れ
て
、
彼
等
に
三
水

の
北
の
白
渠
の
勢
の
民
が
放
棄
し
て
あ
っ
た
蛇
田
を
分
給
し
て
定
着
せ
し
め
、
こ
れ
を
元
従
禁
軍
と
名
づ
け
た
。
こ
れ
が
北
港
禁
軍
の
そ
も
そ

も
の
起
り
で
あ
る
。

　
元
従
禁
軍
の
兵
士
が
老
化
し
て
来
る
と
、
そ
の
子
弗
を
以
て
こ
れ
に
代
え
て
若
返
え
ら
し
、
こ
れ
を
父
子
軍
と
称
し
た
。
第
二
代
の
太
宗
の

世
に
入
っ
て
は
、
太
宗
は
貞
観
の
初
め
に
、
そ
の
中
か
ら
弓
を
善
く
引
く
老
百
人
を
選
ん
で
こ
れ
を
百
騎
と
称
し
、
二
交
代
に
し
て
、
毎
日
北

門
即
ち
玄
武
門
の
所
に
出
勤
せ
し
め
て
、
狩
猟
に
従
わ
し
め
、
ま
た
別
に
北
知
命
営
な
る
も
の
を
設
け
て
、
材
力
の
驕
壮
な
る
者
を
選
ん
で
そ

の
兵
に
当
て
、
一
カ
月
に
一
営
ず
つ
交
代
で
番
上
し
て
勤
務
に
就
か
し
め
る
こ
と
に
し
た
が
、
貞
観
十
二
年
に
は
、
始
め
て
左
右
屯
営
を
玄
武

門
に
置
い
て
、
飛
騎
と
称
す
る
兵
士
を
入
れ
、
諸
衛
の
将
軍
に
命
じ
て
こ
れ
を
領
せ
し
め
る
こ
と
と
し
た
。
飛
騎
な
る
兵
士
は
、
盤
質
禁
軍
の

中
の
二
等
戸
以
上
の
者
で
、
丈
が
高
く
強
壮
な
の
を
選
ん
で
当
て
た
の
で
あ
り
、
宮
城
の
宿
衛
に
従
わ
し
め
る
の
で
あ
っ
た
が
、
ま
た
飛
騎
の

中
で
馬
射
に
秀
で
た
老
百
騎
を
選
ん
で
、
天
子
の
游
幸
の
翔
衛
と
も
し
た
。
百
騎
な
る
兵
は
、
既
に
貞
観
の
初
め
に
も
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、

こ
の
貞
観
の
初
め
の
百
騎
兵
は
、
則
天
武
后
の
時
に
千
騎
に
改
め
ら
れ
、
窓
宗
の
時
に
更
に
万
騎
に
改
め
ら
れ
て
左
右
両
営
に
分
か
れ
、
玄
宗

の
時
に
左
右
龍
武
軍
と
称
す
る
軍
に
改
組
さ
れ
た
。
し
か
し
い
ず
れ
の
揚
戸
も
、
そ
の
構
成
員
は
元
仁
禁
軍
の
子
孫
で
あ
っ
た
。
新
唐
書
兵
志

に
、
　
「
皆
用
二
唐
元
功
臣
子
弟
↓
若
一
一
宿
衛
兵
こ
と
述
べ
て
い
る
。

　
第
三
代
高
覧
の
時
に
は
、
新
ら
た
な
禁
軍
が
編
成
さ
れ
た
。
新
選
書
兵
志
や
旧
唐
書
巻
四
十
四
職
官
志
第
三
武
官
の
所
に
、
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⑥

　
高
宗
龍
朔
二
年
、
始
取
　
府
蘭
越
騎
歩
射
↓
置
昌
左
右
羽
林
軍
ハ
大
朝
会
則
執
レ
侯
以
衛
昌
階
陛
碗
行
幸
点
鼻
昌
馳
道
一
為
　
内
侯
↓

と
あ
る
。
即
ち
羽
林
軍
と
称
す
る
禁
軍
が
造
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
羽
林
軍
は
、
先
の
静
寧
軍
と
は
、
そ
の
構
成
員
が
異
な
る
の
で
あ
っ
て
、

こ
れ
は
「
始
取
師
号
兵
越
騎
歩
射
こ
と
あ
る
如
く
、
府
兵
の
中
の
越
騎
や
歩
射
を
以
て
当
て
て
い
た
。
ま
た
そ
の
職
務
も
異
な
っ
て
お
り
、
龍

武
軍
は
一
般
的
な
宿
衛
が
主
で
あ
る
が
、
羽
林
軍
は
専
ら
儀
侯
兵
に
用
い
ら
れ
た
。
か
く
て
禁
軍
は
龍
武
軍
と
羽
林
軍
の
二
つ
、
し
か
も
そ
の

二
つ
は
各
々
左
右
の
両
軍
に
分
か
れ
る
か
ら
、
都
合
叛
軍
が
出
来
上
っ
た
の
で
あ
る
が
、
粛
宗
の
至
徳
二
年
に
至
っ
て
、
ま
た
左
右
神
武
軍
が

新
設
さ
れ
た
。
新
唐
書
兵
志
に
、

　
至
徳
二
載
、
置
昌
左
右
神
武
軍
ハ
補
三
兀
従
量
従
官
子
弟
ハ
不
レ
量
質
取
晶
宕
色
帯
レ
品
者
↓
同
昴
四
吉
日
虚
日
品
神
武
天
騎
（
制
善
事
羽
林
↓
総
総
晶
北
衙
六
軍
噴

と
あ
り
、
ま
た
唐
会
要
巻
七
十
二
の
京
城
諸
軍
に
も

　
至
徳
二
年
十
月
十
四
日
、
左
右
神
武
両
軍
、
先
取
三
豊
魑
従
官
子
弟
一
充
、
如
不
レ
足
、
任
丁
於
昌
諸
色
中
一
丁
取
卸
二
千
人
為
昌
定
額
四
点
帯
レ
韓
人
、
並
同
昌
四

　
軍
例
ハ
白
身
准
昌
万
騎
例
↓
伍
賜
昌
名
神
武
天
騎
↓
永
為
昌
恒
式
ハ

と
あ
る
が
、
通
鑑
巻
二
百
二
十
唐
粛
宗
紀
中
の
下
の
至
徳
二
年
十
二
月
の
所
に
、

　
置
昌
左
右
神
武
軍
↓
取
三
兀
従
子
弟
一
充
、
其
制
皆
如
昌
四
軍
↓
謂
二
之
北
甚
六
軍
｛

と
あ
っ
て
、
会
要
に
は
、
上
記
の
如
く
、
こ
の
軍
の
設
置
は
十
月
と
あ
る
の
が
、
風
聴
で
は
十
二
月
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
一
文
中
の
元

従
子
弟
に
対
し
て
は
、
胡
三
省
が
、
　
「
謹
選
子
弟
、
悪
闘
宮
山
齢
帝
馬
鬼
一
輪
行
、
及
腰
器
霊
武
一
還
二
京
師
一
者
と
と
い
う
註
を
つ
け
て
い
る
。
か
く

し
て
春
曇
の
至
徳
二
年
夏
は
、
北
衙
六
軍
が
重
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
ま
た
左
右
英
武
麗
な
る
も
の
も
新
設
さ
れ
た
。
新
唐
書
聖
志
や
通

鑑
に
は
、
上
述
の
神
武
軍
に
続
け
て
、

　
又
択
↑
便
昌
騎
射
一
十
か
暴
評
衙
照
射
留
手
千
人
ハ
翌
日
三
豊
奉
射
史
官
ハ
又
目
凹
殿
前
里
窪
手
ハ
分
昌
左
右
贈
↓
総
聖
賢
昌
左
右
英
武
軍
↓
（
新
曝
書
迂
拙
に
よ
る
）

と
述
べ
て
あ
り
、
旧
唐
書
巻
四
十
四
の
職
官
志
第
三
武
宮
の
左
右
神
武
軍
の
本
註
に
も
、
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又
置
晶
衙
前
射
生
手
千
絵
人
ハ
謂
晶
之
左
右
英
武
軍
↓
非
昌
六
軍
之
例
一
也
、

と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
軍
は
、
　
「
非
二
六
軍
之
例
一
也
」
と
あ
る
如
く
、
北
働
事
軍
に
は
加
え
ら
れ
ず
、
別
の
存
在
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
南
衙
の
十
二
衛
に
対
す
る
北
衙
の
六
事
に
よ
る
唐
の
南
北
禁
軍
の
調
度
も
、
新
ら
し
く
生
ま
れ
た
神
策
軍
の
拾
頭
に
よ
っ
て
、
全
面
的
に
崩

壊
し
去
っ
た
の
で
あ
る
。

①
唐
の
十
二
衛
の
こ
と
は
、
領
会
要
巻
七
十
一
の
十
二
衛
や
、
大
唐
六
典
巻
五
の

　
兵
部
尚
書
な
ど
に
見
え
て
い
る
が
、
旧
唐
書
巻
四
十
四
武
宮
の
所
に
は
、
十
二
衛

　
の
外
に
、
左
右
監
門
衛
と
左
右
応
需
衛
の
四
衛
を
加
え
て
、
十
穴
衛
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
唐
の
諸
衛
は
、
十
二
に
す
る
史
書
と
、
十
穴
に
す
る
史
書
と
が
あ

　
る
が
、
普
通
は
十
二
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
尚
お
各
衛
の
職
掌
に
つ
い
て
は
、

　
文
献
通
考
巻
一
百
五
十
五
兵
考
量
衛
兵
の
所
に
、
十
六
衛
、
毎
衛
有
二
上
将
軍
哨

　
有
二
大
将
軍
↓
有
二
将
軍
唖
自
二
左
右
衛
【
至
二
領
軍
暗
雲
掌
二
宮
禁
宿
衛
｛
金
吾
掌
二

　
宮
中
京
城
警
↓
黒
門
蕪
菜
転
籍
禁
衛
｛
千
牛
掌
曲
芸
衛
こ
と
、
簡
潔
に
述
べ
て
あ

　
る
が
、
玉
竜
巻
一
百
三
十
八
兵
制
の
唐
十
六
衛
・
階
十
二
衛
の
所
に
は
、
そ
れ
が

　
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。

②
　
朧
右
道
は
関
内
道
の
西
に
あ
り
、
こ
の
道
か
ら
も
、
衛
士
が
供
給
さ
れ
て
い
た

　
こ
と
は
、
こ
の
道
に
含
ま
れ
て
い
た
敦
燵
地
方
か
ら
発
見
さ
れ
た
唐
時
代
の
戸
籍

　
や
差
科
簿
に
、
衛
士
と
し
る
せ
る
丁
男
が
多
く
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

　
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

③
　
牙
と
衙
と
は
、
同
じ
意
味
の
宇
で
あ
っ
て
、
牙
は
本
字
で
あ
り
、
衙
は
そ
の
語

　
字
で
あ
る
。
牙
は
軍
門
に
立
て
ら
れ
る
旗
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
軍
の
命
令
は
そ
の

　
下
で
伝
え
ら
れ
た
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
が
官
衙
と
異
な
ら
な
い
と
こ
ろ
が
ら
、

　
官
衙
が
官
牙
と
な
る
よ
う
に
な
っ
て
、
穿
と
衙
が
通
じ
て
用
い
ら
れ
る
に
至
っ
た

　
と
、
中
国
の
諸
書
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
少
し
く
そ
の
例
を
示
す
な
ら
ば
、
宋
人

　
・
銭
易
の
南
部
新
書
の
庚
篇
に
は
、

　
　
近
代
通
謂
二
府
廷
一
為
二
公
衙
↓
即
古
学
公
朝
也
、
字
本
作
レ
牙
、
詩
日
、
祈
父
、

予
王
之
爪
牙
、
祈
父
司
馬
裳
二
武
備
↓
象
γ
獣
以
二
牙
爪
㎜
為
レ
衛
、
故
軍
前
大
旗
、

　
謂
二
之
牙
旗
嚇
出
レ
師
則
有
二
建
レ
旧
藩
レ
牙
之
事
↓
黒
雲
聴
二
号
令
納
必
至
二
牙
旗

　
之
下
h
与
二
府
朝
一
無
レ
異
、
近
俗
尚
レ
武
、
是
型
通
呼
二
百
府
公
簿
槻
為
二
牙
門
↓

字
書
論
変
転
為
ソ
衙
、

と
あ
り
、
ま
た
宋
人
・
呉
曾
の
能
改
斎
漫
録
巻
二
の
牙
門
に
は
、

　
孔
経
父
雑
説
、
記
二
突
厭
｛
李
靖
建
二
牙
於
昼
中
↓
盲
者
旗
也
、
東
京
賦
、
竿
上

　
爆
砕
象
牙
一
真
レ
之
、
所
コ
以
自
営
飾
｝
也
、
太
守
出
撃
有
二
甲
羅
↓
其
遺
法
也
、
後

藤
崎
レ
牙
為
レ
衙
、
早
晩
衙
、
亦
太
守
出
建
レ
旗
之
義
也
、
或
以
レ
衙
為
一
廊
舎
↓

　
早
晩
声
曲
、
則
血
肝
二
之
衙
七
五
児
子
謂
二
之
衙
内
嚇
皆
不
レ
知
レ
之
耳
、
唐
韻
注

　
云
、
衙
府
也
、
是
亦
靴
耳
、
以
上
皆
孔
説
、
余
按
二
語
林
一
云
、
近
代
通
謂
二
府

　
廷
一
為
二
公
衙
哨
即
高
島
公
朝
也
、
字
輪
作
ノ
牙
、
設
為
レ
衙
、
詩
趣
、
祈
父
、
予

　
王
之
爪
牙
、
大
司
馬
掌
二
武
備
叫
象
二
猛
獣
一
以
二
幅
牙
一
算
γ
衛
、
故
軍
前
大
旗

　
為
二
牙
旗
｛
出
レ
師
則
有
二
建
レ
牙
早
事
↓
軍
中
社
二
号
令
↓
必
至
二
牙
旗
之
下
納
乃

　
知
牙
者
、
所
』
以
為
フ
衛
也
、
義
主
二
干
此
｛
而
孔
空
也
謂
二
之
旗
一
曲
、
不
ソ
得
二

　
其
説
一
関
也
、
麿
資
暇
集
義
云
、
武
職
有
二
押
衙
品
目
嚇
衙
宜
レ
作
レ
牙
、
四
二
押
衙

　
府
一
也
、
蓋
押
牙
旗
者
、
按
二
兵
書
一
三
、
牙
旗
、
将
軍
之
施
、
故
豊
二
於
門
州
史

　
伝
高
作
・
豊
門
↓
今
押
牙
、
野
作
二
押
衙
↓
牙
門
軍
事
二
之
衙
門
一
乎
、
予
又
按
二

　
南
史
高
欄
伝
嚇
景
将
下
率
二
謀
臣
【
義
心
必
集
二
行
列
門
外
↓
調
二
之
牙
門
嚇
以
ソ
次

　
引
上
、
牙
門
愚
見
こ
於
此
↓

と
あ
る
。
以
上
の
二
例
は
宋
人
が
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
説
明
は
、

既
に
唐
人
が
な
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
そ
の
例
は
、
唐
人
・
口
演
の
封
氏
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聞
見
記
実
話
の
単
三
の
所
に
、

　
近
代
通
園
二
黒
廷
｝
為
二
公
衙
納
公
衙
即
古
之
公
朝
也
、
字
本
作
ゾ
牙
、
詩
日
、
祈

　
父
、
予
王
之
爪
牙
、
読
響
司
馬
里
帰
武
備
噴
象
二
猛
獣
柵
以
二
爪
牙
一
為
ソ
衛
、
故
軍

　
前
大
旗
、
謂
二
之
牙
旗
唖
出
レ
帥
有
二
建
γ
牙
循
ソ
牙
之
事
嚇
軍
中
聴
二
弩
令
↓
必

　
　
至
一
芽
旗
之
下
↓
幅
下
与
一
府
朝
一
無
ウ
異
、
近
俗
尚
レ
武
、
是
以
南
呼
二
公
卿
一
為
二

　
　
公
牙
噛
府
門
為
二
牙
門
叫
字
稽
託
変
転
而
為
レ
衙
也
、
非
公
府
之
名
山
或
云
、

　
　
公
門
外
刻
レ
木
為
ノ
牙
立
二
子
門
側
h
以
象
二
獣
牙
叫
軍
将
之
行
、
置
二
牙
竿
嚇
首

　
　
懸
二
嗣
子
上
唖
其
義
一
也
、

　
と
見
え
て
い
る
。

④
唐
の
長
安
の
禁
苑
に
つ
い
て
は
、
通
謀
巻
鴬
笛
九
司
直
宗
景
雲
元
年
六
月
庚
子

　
の
条
に
、
　
「
輔
時
、
（
臨
灘
王
）
隆
基
微
服
与
二
（
劉
）
幽
求
等
↓
入
二
苑
中
柵
」
と

　
あ
る
所
に
み
え
る
胡
三
省
の
註
は
、

　
　
唐
禁
苑
、
在
二
皇
誠
之
北
嚇
苑
城
東
西
二
十
七
里
、
南
北
三
十
里
、
東
抵
二
覇

　
　
水
｛
西
連
二
故
長
安
域
山
南
連
騰
京
城
納
北
枕
二
聖
水
｛
苑
内
離
宮
亭
観
、
二
十

　
　
四
所
、
漢
長
安
故
域
、
r
東
西
十
三
里
、
皆
隷
訓
入
苑
脅
嚇

　
と
述
べ
て
る
あ
。

⑤
こ
の
宮
苑
と
言
う
の
は
、
通
鑑
巻
二
百
三
十
唐
徳
宗
興
元
元
年
二
月
の
条
に
、

　
「
（
李
）
晟
与
二
（
李
）
懐
光
一
会
一
子
威
陽
西
陳
瀞
斜
噛
築
レ
塁
未
ソ
畢
、
朱
批
衆
大

　
至
、
側
面
国
益
光
一
日
、
賊
若
園
副
守
宮
苑
嚇
云
云
」
　
と
あ
る
所
に
見
え
る
宮
苑
に

　
対
し
て
、
胡
三
省
は
、
　
「
宮
苑
、
謂
二
宮
城
及
甲
羅
一
也
」
と
説
明
し
て
い
る
。

⑥
　
唐
会
要
巻
七
十
二
京
城
諸
軍
の
羽
林
軍
の
所
に
は
、
　
「
垂
撲
元
年
五
月
十
七
日
、

　
置
二
左
右
羽
林
軍
旧
領
二
羽
林
郎
六
千
人
ご
と
あ
っ
て
、
則
天
武
后
の
垂
挨
元
年

　
に
、
羽
林
軍
が
設
け
ら
れ
た
と
な
っ
て
い
る
。
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三
　
府
兵
制
度
の
廃
頽
と
節
度
使
及
び
観
察
使
の
設
置

　
太
宗
の
時
に
整
備
さ
れ
た
南
衙
十
二
衛
の
制
度
も
、
次
の
高
宗
、
更
に
は
則
天
武
后
の
時
代
に
入
る
と
、
早
く
も
崩
れ
始
め
た
。
新
卒
書
兵

志
に
、

　
玄
宗
開
元
六
年
、
始
詔
、
折
衝
府
兵
、
毎
全
冊
歳
二
簡
、
自
一
一
高
宗
武
后
時
ハ
天
下
久
喜
レ
用
レ
兵
、
府
兵
之
法
諺
壊
、
番
役
交
代
、
多
不
レ
以
・
時
、
衛
土
稽

　
　
稽
亡
匿
、
至
レ
是
益
耗
散
、
宿
衛
不
レ
能
レ
給
、
宰
相
張
説
讃
詞
昌
一
切
募
レ
士
宿
衛
｛
十
一
年
、
取
ユ
承
兆
・
蒲
・
同
・
岐
・
華
府
兵
及
白
丁
｛
雪
輪
以
昌
瀦
州

　
　
長
従
兵
州
共
十
二
万
、
号
昌
長
従
宿
衛
ハ
歳
二
番
、
命
菖
尚
書
左
丞
蒲
男
望
昌
州
吏
↓
共
選
レ
之
、
明
年
、
更
・
二
日
一
㎜
鼓
騎
ハ

と
あ
る
。
十
二
衛
の
兵
士
で
あ
る
衛
士
を
供
給
す
る
府
兵
制
度
が
、
高
宗
武
后
の
頃
か
ら
崩
縛
し
始
め
た
か
ら
、
衛
士
の
供
給
も
円
滑
に
出
来

な
く
な
り
、
遂
に
玄
宗
の
頃
に
な
る
と
、
宿
衛
の
任
1
7
一
当
た
る
衛
士
の
供
給
も
止
ま
る
状
態
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
宰
繕
の
張
説
の
上
落
と
な
っ

て
、
開
元
十
一
年
か
ら
、
募
集
に
よ
っ
て
宿
衛
の
兵
を
充
す
こ
と
走
な
っ
た
。
こ
の
兵
を
、
初
め
は
長
従
宿
衛
と
称
し
た
が
、
翌
十
二
年
に
は
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彊
騎
と
改
名
さ
れ
、
十
三
年
か
ら
、
始
め
て
彊
騎
を
以
て
十
二
衛
に
分
聾
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
総
数
十
二
万
、
毎
衛
一
万
人
ず
つ
で
あ
っ
て
、

京
兆
か
ら
募
る
張
騎
は
六
万
六
千
人
、
予
州
は
六
千
人
、
同
州
は
九
千
人
、
甲
州
は
一
万
二
千
三
百
人
、
緯
州
は
三
千
六
百
人
、
黒
糖
は
千
五

百
人
、
岐
州
は
六
千
人
、
河
南
府
は
三
千
人
、
陳
・
絨
・
汝
・
郵
・
懐
・
沐
の
六
州
は
各
六
百
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
南
衙
十
二
衛

の
立
直
し
を
行
っ
て
、
何
ん
と
が
表
面
を
糊
塗
し
た
が
、
玄
宗
在
位
の
天
宝
十
四
年
（
七
五
五
）
か
ら
寄
っ
た
安
置
山
ら
の
乱
に
よ
っ
て
、
南
衙

の
十
二
衛
も
富
盛
の
六
二
も
、
共
に
大
打
撃
を
受
け
て
禁
衛
兵
と
し
て
の
役
に
も
立
た
ず
、
有
名
無
実
の
存
在
へ
と
進
ん
で
行
く
の
で
あ
っ
た
。

新
唐
書
の
兵
志
に
、

　
及
昌
安
禄
山
反
噴
天
子
西
駕
、
禁
軍
従
者
、
裁
千
人
、
粛
三
皇
昌
霊
武
｛
士
不
レ
満
レ
百
、

と
あ
っ
て
、
安
富
山
ら
の
所
謂
安
史
の
乱
が
始
ま
っ
た
際
の
怨
讐
の
有
様
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
折
角
設
け
た
禁
衛
兵
も
、
一
朝
有
事
の
時

に
は
、
少
し
の
効
能
も
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
安
禄
山
ら
の
乱
は
、
前
後
八
年
の
長
き
に
亘
っ
て
続
い
た
が
、
郭
子
儀
ら
の
諸
将
や
、
圓
紡
の
援
軍
に
よ
っ
て
平
定
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

し
か
し
こ
の
乱
の
唐
の
国
家
に
与
え
た
影
響
は
大
き
く
、
所
謂
均
田
法
に
よ
る
土
地
制
度
や
、
そ
れ
に
随
伴
す
る
租
・
調
・
庸
・
雑
倍
か
ら
な

る
税
役
制
度
を
中
心
と
し
て
建
て
ら
れ
た
唐
の
国
家
機
構
は
崩
れ
去
り
、
土
地
は
私
有
畳
畳
と
な
り
、
税
役
は
租
・
調
・
庸
が
合
さ
れ
て
夏
秋

の
両
回
課
す
る
両
税
法
と
雑
衝
と
に
な
り
、
南
衙
の
十
二
衛
か
ら
な
る
禁
軍
も
崩
れ
各
地
に
設
け
ら
れ
て
い
た
折
衝
府
も
荒
廃
し
て
、
天
子
直

属
の
禁
軍
は
北
衙
だ
け
と
な
り
、
そ
れ
も
次
第
に
新
ら
し
く
生
れ
た
神
薬
軍
の
一
つ
に
固
ま
っ
て
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
中
央
に
は
北

界
掃
墨
が
残
っ
た
が
、
地
方
の
軍
政
は
ど
う
な
っ
た
か
と
い
う
に
、
華
北
地
方
に
は
多
く
節
度
使
が
置
か
れ
て
軍
政
と
民
政
を
掌
り
、
華
中
・

華
南
地
方
に
は
多
く
観
察
使
が
置
か
れ
て
民
政
と
軍
政
を
掌
っ
た
の
で
あ
る
。
節
度
使
と
観
察
使
に
つ
い
て
は
、
私
は
拙
著
『
中
国
律
令
史
の

研
究
』
所
収
の
「
唐
の
節
度
使
と
観
察
使
」
に
詳
述
し
て
あ
る
が
、
節
度
使
は
元
来
は
辺
境
を
防
衛
す
る
た
め
に
、
辺
境
に
設
け
ら
れ
た
兵
馬

の
大
権
を
持
つ
武
官
で
あ
っ
て
、
欝
欝
の
景
雲
二
年
（
七
二
）
頃
に
出
来
た
も
の
で
あ
り
、
初
め
は
軍
政
の
み
を
掌
っ
た
。
そ
れ
が
次
第
に
管

下
の
民
政
を
も
掌
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
初
め
は
辺
境
に
の
み
置
か
れ
て
い
た
節
度
使
が
、
安
禄
由
ら
の
乱
を
契
機
と
し
て
、
唐

45　（45）



の
内
地
に
も
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
動
機
に
つ
い
て
は
、
通
鑑
巻
二
百
二
十
三
の
唐
代
宗
広
徳
二
年
の
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
の
所
に
、

　
出
子
儀
焦
思
安
史
昔
拠
昌
洛
陽
｛
故
諸
道
置
晶
節
度
使
一
以
制
晶
其
要
衝
↓
今
大
盗
已
平
、
而
所
在
聚
レ
兵
庫
咽
嶽
百
姓
齢
表
請
レ
罷
レ
之
、
傍
線
昌
河
中
一
為
レ
始
、

　
罐
霧
欝
糟
辮
難
囎
醐
馨
鰹
騰
撫
幅
六
月
、
勅
、
罷
・
河
中
節
度
及
狸
爺
軍
癖
直
亀
鑑

と
見
え
て
い
る
如
く
、
硬
質
山
ら
の
乱
に
際
し
て
、
こ
の
賊
徒
を
平
定
す
る
た
め
に
、
賊
徒
が
拠
れ
る
洛
陽
に
通
ず
る
要
衝
を
制
す
る
目
的
で
、

各
要
衝
に
節
度
使
を
置
い
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
節
度
使
を
内
地
に
設
け
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
安
禄
山
ら
の
乱
に
関

係
の
あ
る
地
方
に
多
く
設
け
ら
れ
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
が
即
ち
節
度
使
が
爵
禄
山
ら
の
乱
に
直
接
関
係
の
深
か
っ
た
華
北
地
方
に
多
く

置
か
れ
、
関
係
の
無
か
っ
た
華
中
や
華
南
の
地
方
に
は
、
観
察
使
が
多
く
置
か
れ
た
所
以
で
あ
る
。
節
度
使
と
観
察
使
と
の
差
異
は
、
文
献
通

考
巻
六
十
一
職
官
考
の
採
訪
処
置
使
の
所
に
、

　
蓋
唐
制
、
一
道
兵
政
属
漏
之
節
度
使
碗
民
事
属
晶
之
観
察
使
哨
然
節
度
野
饗
晶
観
察
ハ

と
あ
る
如
く
、
節
度
使
は
軍
政
を
専
掌
し
、
観
察
使
は
民
政
を
専
掌
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
節
度
使
の
場
合
は
、
大
抵
観
察
使
を
も
兼
ね

る
か
ら
、
従
っ
て
軍
政
も
民
政
も
合
わ
せ
て
掌
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
観
察
使
の
場
合
は
、
節
度
使
を
兼
ね
る
こ
と
は
な
い
が
、
し
か
し
通
鑑

巻
二
酉
五
十
二
の
唐
僖
宗
乾
符
三
年
正
月
の
条
に
、

　
勅
、
福
建
・
江
西
・
湖
南
諸
道
観
察
刺
史
、
皆
訓
コ
練
士
卒
ハ
又
荷
下
天
下
郷
村
各
置
轟
弓
刀
鼓
板
一
様
備
中
群
盗
↓

と
あ
る
如
く
、
節
度
使
の
居
ら
ぬ
所
で
は
、
観
察
使
や
刺
史
が
兵
士
の
訓
練
を
掌
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
観
察
使
が
実
際
は
節
度
使
を
兼
ね

て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
華
中
及
び
華
南
の
地
方
で
も
、
唐
末
に
な
る
ほ
ど
、
観
察
使
を
称
す
る
者
が
少
な
く
な
っ
て
、
節
度
使
を
称
す
る

老
が
多
く
な
っ
た
。
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四
神
策
軍
の
創
設
と
窟
官
の
拾
頭

盤
錯
禁
軍
は
、
既
に
述
べ
た
如
く
、
粛
宗
の
至
徳
二
年
差
で
に
、
左
右
龍
武
豊
・
左
右
羽
林
軍
・
左
右
神
武
軍
の
所
記
北
衙
懸
軍
が
編
成
さ
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れ
、
こ
の
時
ま
た
左
右
英
武
聖
な
る
も
の
も
、
鋼
に
造
ら
れ
た
か
ら
、
実
際
は
三
軍
が
備
わ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
後
の
野
里
の
次
に
即
位

し
た
代
宗
の
蒔
に
、
左
右
神
策
軍
が
新
ら
し
く
禁
軍
に
加
わ
っ
た
。

　
こ
の
神
策
軍
の
成
立
は
、
新
唐
書
兵
志
や
文
献
通
考
の
兵
制
に
よ
る
と
、

　
初
、
嵜
爾
翰
破
菖
吐
蕃
臨
挑
西
之
磨
環
川
↓
即
昌
其
地
心
置
昌
神
策
軍
↓
以
二
成
如
膠
一
嘗
晶
軍
使
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

と
あ
っ
て
、
寄
薇
翰
が
吐
蕃
の
侵
入
軍
を
、
臨
桃
（
甘
粛
省
灘
酒
）
の
西
の
愚
妻
川
で
破
り
、
そ
の
地
に
警
策
軍
と
い
う
辺
境
守
備
の
軍
隊
の
た

め
の
駐
屯
地
を
設
け
、
成
如
膠
を
そ
こ
の
軍
使
と
し
た
と
あ
る
。
こ
の
神
話
軍
と
い
う
辺
境
守
備
隊
の
駐
屯
地
を
設
け
た
こ
と
は
、
通
学
巻
二

百
十
七
の
唐
玄
宗
天
宝
十
三
載
七
月
癸
丑
の
条
に
も
、

　
爵
欝
翰
奏
、
於
四
所
レ
開
九
曲
島
地
ハ
置
昌
桃
陽
・
澆
河
二
郡
取
様
策
軍
↓
以
昌
臨
桃
太
守
成
如
膠
↓
兼
昌
桃
陽
太
守
↓
充
昌
神
策
軍
使
｛

と
あ
っ
て
、
黒
黒
軍
を
設
け
た
こ
と
は
、
玄
宗
の
天
蓋
十
三
年
七
月
の
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
天
宝
十
三
年
の
翌
年
の
十
四
年
に
安

禄
山
ら
の
乱
が
起
る
が
、
乱
が
起
る
と
、
文
献
通
考
の
兵
制
や
新
講
書
士
志
に
は
、

　
及
嵩
安
禄
山
反
↓
（
成
）
如
平
素
晶
（
衛
）
伯
玉
一
将
昌
兵
千
人
【
赴
レ
難
、
伯
玉
無
昌
（
魚
）
朝
恩
ハ
皆
屯
晶
干
陳
ハ
時
辺
土
陥
鰹
、
神
島
故
地
楡
没
、
即
詔
昌
伯
玉
ハ

　
所
部
兵
、
号
昌
神
策
軍
↓
以
昌
伯
玉
一
為
昌
節
度
使
“
与
二
語
弊
節
度
使
郭
英
又
↓
皆
鎮
レ
陳
、
其
後
伯
玉
繭
、
以
昌
英
叉
一
骨
物
神
策
軍
節
度
（
使
）
↓
英
叉
入
目
晶

　
越
知
↓
軍
遂
統
一
於
観
軍
容
使
（
魚
朝
恩
）
↓
代
宗
即
位
、
（
中
略
）
　
広
徳
元
年
、
南
宗
避
　
吐
蕃
一
幸
レ
陳
、
朝
恩
挙
”
｝
在
レ
織
留
与
昌
神
策
軍
一
迎
盧
、
悉
号
昌
神

　
策
軍
ハ
天
子
幸
昌
其
営
ハ
及
晶
京
師
平
（
朝
恩
遂
以
レ
軍
帰
昌
禁
中
↓
自
将
レ
之
、
然
尚
未
や
与
呂
北
軍
一
歯
上
也
、
永
泰
元
年
、
吐
蕃
算
入
憲
、
朝
恩
又
以
昌
神
策
軍
一

　
屯
昌
苑
中
↓
自
レ
是
寝
盛
、
分
為
二
左
右
留
日
勢
居
昌
北
冥
右
ハ
遂
為
二
天
子
禁
野
↓
非
呂
壱
軍
部
↓
朝
恩
乃
以
一
…
観
軍
容
宣
慰
処
置
使
一
知
晶
神
策
軍
兵
馬
使
噴

と
述
べ
て
あ
り
、
神
二
軍
が
安
禄
山
ら
の
乱
の
始
め
か
ら
、
代
宗
の
永
泰
元
年
（
七
六
六
）
に
吐
蕃
の
入
憲
が
あ
っ
て
、
た
め
に
竃
臣
出
身
の
魚

朝
恩
に
率
い
ら
れ
て
禁
苑
に
屯
す
る
よ
う
に
な
り
、
遂
に
禁
令
に
加
る
よ
う
に
な
っ
た
経
過
を
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
禁
軍
に
加
つ
た
際
の
統

率
者
が
竃
臣
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
禁
軍
と
し
て
の
神
策
軍
と
富
山
と
の
関
係
が
生
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
。
神
魚
信
の
駐
屯
地
は
、
禁
苑
内
に

移
っ
た
が
、
代
宗
の
大
暦
四
年
（
七
六
九
）
に
な
る
と
、
新
唐
書
兵
志
及
び
文
献
通
考
兵
考
に
は
、
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（
魚
朝
恩
）
請
、
以
二
景
兆
墨
字
爵
・
鳳
翔
之
麟
游
・
普
潤
↓
皆
隷
昌
神
子
軍
↓
明
年
、
復
以
昌
興
平
・
武
功
・
扶
風
・
天
興
一
隷
レ
之
、
朝
廷
不
・
能
・
遍
、

と
あ
っ
て
、
都
の
長
安
に
近
い
所
の
各
地
を
、
神
謀
軍
の
支
配
下
に
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
神
策
軍
は
、
禁
苑
に
在
っ
て
宮
城
の
守

り
に
任
ず
る
ば
か
り
で
な
く
、
算
置
稗
将
を
し
て
兵
を
率
い
て
征
伐
に
従
わ
し
め
、
往
々
に
し
て
功
を
立
て
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
次
第
に
北
衙

禁
軍
の
中
心
的
存
在
へ
と
成
長
し
て
行
っ
た
が
、
魚
朝
恩
が
罪
を
得
て
死
す
る
や
、
暫
く
は
、
宙
官
が
兵
を
掌
る
こ
と
は
、
中
止
さ
れ
た
。
旧

唐
書
及
び
新
唐
書
の
宙
官
及
び
寅
者
の
伝
の
中
の
餐
文
場
と
震
仙
鳴
の
両
人
の
伝
に
は
、

　
自
昌
魚
朝
恩
死
ハ
蜜
人
不
昌
復
典
ワ
兵
、
徳
宗
以
二
禁
衛
一
尽
委
晶
白
賃
量
ハ
（
新
湯
書
に
よ
る
）

と
あ
っ
て
、
そ
の
事
実
を
述
べ
て
お
り
、
徳
宗
は
禁
軍
を
以
て
、
安
禄
山
ら
の
乱
を
平
定
す
る
に
大
功
の
あ
っ
た
李
光
弼
の
部
下
た
り
し
白
志

貞
に
、
尽
く
委
ね
て
、
彼
を
神
策
軍
使
と
し
た
。
こ
の
白
志
貞
は
寛
官
で
は
な
く
普
通
人
で
あ
っ
た
が
、
姦
智
に
た
け
た
人
物
で
あ
っ
た
が
故

に
、
た
ち
ま
ち
禁
軍
を
腐
敗
堕
落
せ
し
め
て
、
全
く
役
に
立
た
ぬ
も
の
に
し
た
。
新
・
旧
唐
書
の
宛
者
・
欝
欝
伝
の
蜜
文
場
・
窪
仙
鳴
伝
に
は
、

上
掲
の
文
に
続
け
て
、

　
志
諸
多
納
一
鎖
人
金
一
補
レ
軍
、
止
収
晶
其
庸
一
影
身
不
レ
在
レ
軍
、
及
昌
脛
師
部
↓
溝
型
昌
近
衛
（
無
昌
一
人
擦
者
ハ
椎
文
場
等
率
帰
営
官
及
親
王
左
右
↓
従
至
呂
奉

　
天
（
帝
逐
壬
心
貞
ハ
弁
昌
左
右
軍
ハ
付
詣
文
場
一
主
レ
之
、
（
新
唐
書
に
よ
る
）

と
あ
り
、
白
志
貞
が
富
人
か
ら
賄
賂
を
と
っ
て
富
人
を
軍
人
に
す
る
が
、
そ
の
富
人
は
た
だ
軍
人
と
し
て
の
賃
銀
を
貰
う
だ
け
で
軍
隊
に
は
居

ら
な
い
有
様
で
あ
り
、
徳
宗
の
建
中
二
年
（
七
八
一
）
頃
か
ら
、
盧
龍
節
度
使
朱
点
・
成
徳
節
度
使
王
武
俊
・
平
盧
節
度
使
李
納
ら
が
、
唐
の
朝

廷
か
ら
離
れ
る
態
度
を
露
骨
に
示
し
始
め
、
続
い
て
准
西
節
度
使
の
李
希
烈
が
、
自
か
ら
天
下
都
元
帥
を
称
し
て
叛
旗
を
ひ
る
が
え
す
に
至
っ

た
か
ら
、
徳
宗
は
准
西
を
討
つ
た
め
に
、
各
節
度
使
に
出
兵
を
促
し
、
准
西
に
赴
か
し
め
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
る
に
そ
の
際
に
、
島
原
（
甘

粛
省
脛
川
県
）
節
度
使
銚
重
言
の
率
い
る
一
軍
が
、
長
安
を
通
過
す
る
に
当
た
っ
て
、
給
与
が
悪
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
兵
乱
を
起
し
て
長
安
を

占
拠
し
、
当
時
長
安
に
住
ん
で
い
た
朱
漉
を
頭
に
戴
い
た
。
上
掲
の
一
文
中
に
、
　
「
及
帰
艦
師
事
こ
と
あ
る
の
は
、
こ
の
こ
と
を
言
う
の
で
あ

る
。
ま
た
徳
宗
は
こ
の
兵
乱
に
遭
っ
て
禁
衛
の
兵
を
召
し
呼
ん
だ
が
、
上
掲
の
一
文
中
に
、
　
「
帝
召
二
近
衛
↓
無
二
一
入
至
者
こ
と
あ
る
如
く
、
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召
に
応
じ
て
来
た
る
者
は
一
人
も
操
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
徳
宗
は
、
長
安
を
脱
出
し
て
奉
天
（
陳
西
省
乾
県
）
に
赴
く
の
で
あ
る
が
、
こ
の

時
の
状
態
は
通
鑑
巻
二
百
二
十
八
の
唐
徳
宗
建
中
四
年
十
月
丁
壮
の
条
に
、

　
上
（
徳
宗
）
乃
二
品
王
貴
妃
・
章
淑
妃
・
太
子
・
諸
王
・
言
掛
公
主
ハ
自
県
苑
北
門
一
出
、
王
貴
妃
以
岨
伝
国
宝
一
型
扁
衣
中
一
蟻
差
、
後
宮
・
諸
王
・
公
主
不
レ
及

　
レ
従
者
、
什
七
八
、
初
夢
朝
恩
既
訣
、
窺
官
界
昌
復
典
ツ
兵
、
有
昌
餐
文
場
・
霊
仙
鳴
者
↓
嘗
事
跡
上
於
東
宮
ハ
至
・
是
、
帥
昌
獄
官
左
右
僅
百
人
一
以
従
、
使
昌
普

　
覆
轍
前
駆
、
太
子
執
レ
兵
甲
殿
ハ
司
農
笹
葺
盲
壁
二
部
曲
数
十
人
一
面
臨
鬼
申
↓
聞
レ
曝
謁
昌
道
左
↓
遂
以
昌
其
衆
｝
従
、
（
中
略
）
右
龍
武
軍
使
令
盟
主
、
方
教
昌
射

　
於
軍
中
一
聞
レ
之
、
帥
昌
鷹
下
四
百
人
一
従
、
乃
使
昌
建
属
レ
後
為
ワ
殿
、

と
見
え
て
い
る
。
白
志
貞
は
奉
天
に
お
い
て
弾
劾
を
受
け
て
職
を
逐
わ
れ
、
左
右
神
論
理
は
、
井
せ
て
餐
文
場
に
指
揮
せ
し
め
た
。
竃
官
が
兵

権
を
握
る
こ
と
の
弊
害
に
つ
い
て
は
、
そ
の
頃
既
に
通
鑑
巻
二
百
二
十
九
の
唐
徳
宗
建
中
四
年
十
二
月
の
所
に
、

　
瀟
復
空
言
轟
於
上
一
日
、
窟
官
事
中
盤
難
一
以
来
、
多
為
二
監
軍
↓
侍
レ
恩
縦
横
、
此
程
但
応
レ
掌
二
宮
披
記
事
↓
不
レ
宜
三
委
以
晶
兵
権
国
政
↓
上
灘
レ
悦
、

と
あ
る
如
く
、
徳
宗
に
そ
の
注
意
を
喚
起
す
る
人
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
徳
宗
は
、
「
上
繭
レ
悦
」
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
を
悦
ば
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

　
徳
宗
も
、
即
位
当
初
か
ら
冷
評
を
好
ん
で
い
た
の
で
は
な
く
、
当
初
は
寧
ろ
嫌
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
即
位
当
初
で
あ
る
通

鑑
巻
二
百
二
十
六
唐
徳
宗
建
中
元
年
十
月
の
条
の
所
に
、

　
大
暦
以
前
、
賦
敏
出
納
俸
給
、
皆
無
・
法
、
長
吏
得
・
専
レ
之
、
重
以
遠
兀
三
乗
レ
政
、
富
津
公
行
↓
天
下
不
・
按
扁
賦
二
一
者
、
殆
二
十
年
、
惟
江
西
観
察
使
謡
曲

　
恭
按
昌
虜
州
刺
史
源
敷
翰
一
流
レ
之
、
上
島
島
皆
野
観
察
使
蔀
離
、
文
雅
旧
臣
（
微
為
呂
左
丞
ハ
璽
去
昌
宣
愛
山
盗
コ
隠
官
物
↓
以
昌
巨
万
一
計
、
殿
中
侍
御
史
員
寓

　
発
レ
之
、
冬
十
月
己
亥
、
疑
二
連
山
尉
噴
於
レ
是
、
州
県
姶
畏
晶
朝
典
ハ
不
印
敢
放
縦
↓
上
初
即
位
、
疎
コ
馬
飛
官
↓
親
引
任
警
士
（
而
張
渉
以
漏
儒
学
一
入
侍
、
蘇

　
墓
以
昌
文
雅
【
登
朝
、
継
以
レ
賊
敗
、
寵
官
武
将
、
得
昌
主
意
ロ
バ
日
、
南
牙
文
臣
、
臓
動
至
昌
巨
万
↓
蒲
警
世
我
二
一
濁
訓
乱
天
下
一
豊
三
二
欺
圏
一
邪
、
於
レ
是
、

　
上
心
始
疑
、
不
レ
知
レ
所
岬
［
僑
侯
広
矢
、

と
見
え
て
い
る
。
こ
こ
に
「
上
初
即
位
、
疎
コ
斥
宙
宮
↓
親
訓
任
朝
集
こ
と
あ
る
よ
う
に
、
鄭
位
し
た
当
初
は
髪
上
を
斥
け
て
、
文
官
を
親
任
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し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
文
無
が
購
罪
を
犯
し
、
宙
官
や
武
将
達
が
さ
わ
ぎ
だ
し
た
の
で
、
徳
宗
も
文
官
を
疑
う
よ
う
に
な
り
、
信
頼
す
る
者

が
無
く
な
る
状
態
と
な
っ
た
。
し
か
も
武
将
も
ま
た
、
後
に
述
べ
て
あ
る
如
く
、
徳
宗
は
嫌
う
よ
う
に
な
っ
た
が
、
富
官
は
そ
の
噂
し
ば
し
ば

徳
宗
の
危
難
の
際
に
、
大
い
に
役
立
っ
た
か
ら
、
富
官
を
徳
宗
が
信
頼
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
朱
批
ら
の
乱
徒
は
、
間
も
な
く
平
定
さ
れ
て
、
徳
宗
は
長
安
に
還
っ
た
が
、
こ
こ
に
お
い
て
、
通
鑑
巻
二
百
三
十
一
の
智
徳
宗
興
元
元
年
八

月
の
条
に
、

　
上
里
轟
長
安
納
頻
忌
5
宿
将
握
ワ
兵
、
多
払
腰
稗
罷
レ
之
、
戊
辰
、
以
晶
（
餐
）
文
場
一
二
神
童
軍
雲
鶴
兵
馬
使
、
王
希
遷
監
右
傾
兵
馬
使
、
始
命
　
富
七
分
コ
典
禁

　
旅
鴨

と
あ
り
、
建
中
四
年
（
七
八
三
）
の
翌
年
の
興
元
元
年
の
八
月
に
は
、
徳
宗
は
宿
将
を
斥
け
て
、
寅
宮
の
餐
文
場
を
監
神
園
軍
左
痛
兵
馬
使
に
任

じ
、
同
じ
く
王
后
遷
を
監
愚
策
軍
右
廟
兵
馬
使
に
任
じ
た
の
で
あ
り
、
裂
の
建
中
四
年
に
奉
天
に
お
い
て
、
寳
文
場
が
白
志
貞
に
代
わ
っ
て
左

右
神
事
軍
を
譲
っ
た
の
は
、
臨
時
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
歯
元
元
年
の
は
、
正
式
に
竃
官
の
・
餐
文
場
と
王
希
遷
が
、
零
墨
の
左
右
神
策
軍

を
分
け
典
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
所
に
あ
る
胡
三
省
の
註
に
は
、

　
寛
官
握
晶
兵
柄
ハ
自
レ
此
不
レ
可
レ
奪
夷
、

と
述
べ
て
あ
っ
て
、
こ
の
時
か
ら
、
唐
の
竃
官
が
兵
権
を
握
る
こ
と
が
、
固
定
化
し
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
新
・
旧
唐
墨
の
働
者
及
び
窪
官
伝

の
餐
文
場
・
盤
仙
鳴
の
伝
に
も
、
共
に
上
記
の
兵
馬
使
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
通
鑑
と
は
、
そ
の
内
容
が
少
し

く
異
な
っ
て
い
る
。
即
ち
旧
唐
書
に
は
、

　
徳
宗
還
レ
京
、
頗
忌
轟
宿
将
｛
凡
握
レ
兵
多
者
、
悉
罷
レ
之
、
禁
旅
、
文
場
・
仙
鳴
分
コ
統
焉
↓

と
あ
り
、
ま
た
新
唐
書
に
は
、

　
帝
自
昌
山
南
榊
還
、
両
軍
復
完
、
而
帝
忌
昌
宿
将
難
ツ
制
、
故
詔
昌
文
場
・
仙
鳴
一
分
コ
総
之
ハ

と
あ
っ
て
、
通
運
に
神
策
軍
を
皇
統
し
た
の
は
、
欝
文
場
と
王
事
遷
で
あ
る
と
し
て
い
る
に
対
し
て
、
こ
の
旧
悪
書
と
新
唐
書
は
、
共
に
餐
文
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場
と
窪
仙
鳴
で
あ
る
と
し
て
い
て
、
通
鑑
に
王
希
遷
と
あ
る
の
が
、
新
・
旧
選
書
に
は
霧
仙
窟
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
上

掲
の
胡
三
省
の
註
に
は
、
通
鑑
考
異
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
旧
蜜
文
場
伝
云
、
文
場
与
昌
震
仙
鳴
一
分
コ
統
禁
旅
噴
蓋
希
遷
尋
罷
、
而
仙
鳴
代
レ
之
也
、
今
従
昌
実
録
（

と
述
べ
て
お
る
の
を
6
1
遍
し
、
通
鑑
に
は
餐
文
場
と
王
希
遷
と
が
禁
旅
を
分
澄
す
と
あ
る
の
が
、
旧
謹
書
餐
文
場
伝
に
は
、
餐
文
場
と
霧
仙
鳴

と
が
禁
旅
を
分
統
す
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
初
め
王
孫
遷
が
任
命
さ
れ
た
が
、
そ
れ
が
免
ぜ
ら
れ
て
震
仙
鳴
が
代
わ
り
任
ぜ
ら
れ
た
の
に
因
る

と
す
る
通
鑑
考
異
の
説
を
、
胡
三
省
も
認
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
末
尾
の
「
今
従
二
実
録
一
」
と
あ
る
の
は
、
こ
れ
は
通
鑑
の
こ
の
所
は
、
唐

の
実
録
に
従
っ
て
書
い
た
と
、
通
鑑
の
著
老
の
司
馬
光
が
、
出
典
を
明
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
賢
文
場
と
霧
仙
鳴
が
書
置
を
分
罪
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
両
人
の
権
勢
は
隆
々
と
拡
大
し
、
新
唐
書
宙
者
伝
の
餐
文
場
・
霧
仙
鳴
伝

に
、　

③

　
是
時
、
蜜
覆
権
震
篇
朝
廷
↓
諸
方
節
度
大
将
、
多
鐵
晶
其
斜
壁
台
省
上
官
走
二
門
下
一
再
昌
援
引
一
老
、
足
相
縁
、

と
述
べ
て
い
る
如
く
、
節
度
使
や
大
将
は
多
く
彼
等
両
人
の
部
下
か
ら
出
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
彼
等
両
人
の
援
引
に
よ
っ
て
顕
官
に
任
ぜ
ら

れ
る
も
の
も
多
く
出
て
来
た
。
そ
れ
よ
り
暫
く
し
て
、
徳
宗
の
貞
元
十
二
年
（
七
九
六
）
六
月
に
な
る
と
、
護
軍
中
尉
と
中
護
軍
の
職
官
が
設
け

ら
れ
て
、
神
言
軍
の
指
揮
に
当
た
ら
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
旧
唐
君
寵
官
伝
の
籏
文
場
・
震
仙
鳴
伝
に
は
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

　
貞
一
兀
十
・
二
年
六
［
月
、
仙
狩
山
払
二
階
護
軍
・
甲
尉
｝
工
員
：
甲
｛
護
軍
両
論
ハ
以
帥
昌
藤
恋
卑
↓
野
馳
呂
文
場
　
二
為
二
左
神
里
喜
喜
中
∴
早
堀
仙
鳴
為
二
＋
伺
神
紘
馬
主
軍
・
丁
霊
ハ
山
石
神
威
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
使
張
尚
進
為
晶
右
神
策
中
護
軍
↓
内
謁
者
監
焦
希
望
為
二
左
神
童
中
護
軍
↓
（
中
尉
出
軍
）
自
＝
文
場
等
｝
始
也
、

と
述
べ
て
お
り
、
ま
た
新
唐
書
の
智
者
伝
の
餐
文
場
・
覆
仙
鳴
伝
や
、
通
漁
猟
二
百
三
十
五
唐
徳
宗
貞
元
十
二
年
六
月
乙
丑
の
条
に
も
、
同
様

な
こ
と
が
見
え
て
い
る
が
、
通
鑑
の
そ
の
所
に
は
、
胡
三
省
が
註
し
て
、

　
左
右
神
言
中
尉
、
始
昌
於
螢
・
窟
ハ
自
レ
此
宙
官
之
権
、
臼
以
益
重
、
不
レ
可
昌
復
糊
一
　
、
下
二
護
軍
中
尉
一
一
等
、
為
二
中
轟
轟
ハ
此
職
事
官
之
掌
呂
禁
兵
一
者
、

　
非
レ
如
昌
唐
初
所
レ
置
勲
級
所
レ
謂
上
護
軍
・
護
軍
一
也
、
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と
述
べ
て
お
り
、
禁
句
の
中
心
で
あ
る
神
策
軍
の
統
率
老
た
る
左
右
神
策
中
尉
、
即
ち
左
右
護
軍
中
尉
の
職
が
創
設
さ
れ
、
そ
の
職
に
初
め
て

電
臣
の
覆
文
場
と
震
仙
鳴
と
が
任
命
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
窪
臣
の
軍
事
上
の
支
配
権
は
益
々
大
と
な
っ
て
固
定
化
し
、
最
早
や
制
御
し
難

い
も
の
に
な
っ
た
ど
し
て
い
る
。

　
俺
官
は
こ
の
軍
隊
の
力
を
背
景
に
し
て
、
政
権
を
も
そ
の
手
中
に
収
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
が
故
に
、
徳
宗
以
後
の
唐
国
家
の
最
高
統
治
者

は
、
寵
官
で
あ
っ
た
と
も
謂
い
得
ら
れ
る
。

　
唐
の
朝
廷
に
お
け
る
豊
宮
の
勢
力
を
、
不
動
の
も
の
た
ら
し
め
た
徳
宗
は
、
貞
元
二
十
一
年
、
即
ち
永
貞
元
年
（
八
〇
五
）
正
月
に
崩
じ
、
子

の
順
宗
が
即
位
し
た
が
、
病
弱
の
た
め
に
、
在
位
僅
か
に
八
カ
月
に
満
た
な
い
で
退
位
し
、
子
の
憲
宗
が
即
位
し
て
元
和
と
改
一
7
幽
し
た
。
そ
の

元
和
十
五
年
（
八
二
〇
）
に
、
憲
宗
は
寛
宮
に
斌
さ
れ
た
が
、
通
鑑
巻
二
百
四
十
三
の
唐
文
宗
大
和
二
年
（
八
二
八
）
三
月
の
条
に
も
、

　
霞
已
兀
和
之
末
納
宙
官
益
横
、
建
コ
澱
天
子
↓
在
昌
其
掌
握
ハ
威
権
幽
昌
人
主
之
右
ハ
人
莫
昌
即
言
ハ

と
あ
る
如
く
、
憲
宗
の
末
年
頃
か
ら
、
宙
臣
の
権
力
は
益
々
強
く
な
っ
て
、
遂
に
天
子
を
廃
立
す
る
権
ま
で
も
持
つ
程
に
な
っ
た
。
篭
鳥
の
後

は
、
忍
車
及
び
敬
宗
を
経
て
、
文
宗
が
即
位
し
た
。
文
宗
は
寝
官
の
専
横
を
に
く
み
、
鄭
注
や
李
訓
ら
と
謀
っ
て
窟
官
を
除
去
し
よ
う
と
し
て
、

太
和
九
年
（
八
三
五
）
十
一
月
に
、
金
吾
庁
舎
の
後
に
あ
る
石
榴
に
甘
露
が
降
っ
た
と
称
し
て
、
直
径
達
を
そ
こ
に
招
い
て
観
る
こ
と
を
命
じ
、

集
り
来
た
と
こ
ろ
で
、
悉
く
を
殺
そ
う
と
し
た
。
し
か
し
そ
の
企
て
は
失
敗
し
、
こ
の
謀
に
参
加
し
た
者
は
、
い
ず
れ
も
訣
殺
さ
れ
、
却
っ
て

器
官
の
勢
力
を
、
い
や
が
上
に
も
益
す
結
果
と
な
っ
た
。
通
管
巻
二
百
四
十
五
唐
文
寒
仏
和
九
年
十
一
月
の
条
の
終
り
所
に
、
こ
の
甘
露
の
肥

後
に
つ
い
て
、

　
自
レ
是
天
下
事
、
皆
決
鳳
華
北
司
哨
宰
相
行
昌
文
二
一
而
已
、
千
官
気
益
鳥
、
迫
コ
脅
天
子
↓
下
コ
視
宰
相
↓
陵
コ
暴
朝
士
↓
如
刈
草
増
幅

と
述
べ
て
あ
り
、
甘
露
の
変
が
あ
っ
て
か
ら
後
は
、
天
下
の
こ
と
は
、
悉
く
が
北
司
で
決
定
さ
れ
、
宰
相
を
始
め
と
す
る
南
司
の
諸
官
は
、
北

司
で
決
め
ら
れ
た
政
策
を
、
そ
の
命
令
通
り
に
実
施
す
る
機
関
に
過
ぎ
な
く
な
っ
た
。
北
司
は
既
に
述
べ
て
あ
る
如
く
、
北
牙
各
面
を
言
う
の

で
あ
り
、
そ
の
中
心
は
次
第
に
神
三
軍
に
移
っ
た
が
、
元
来
は
こ
れ
は
軍
隊
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
禁
軍
の
指
揮
権
を
竃
官
が
掌
握
す
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唐の南衙と北衙の南司と北司への推移（曾我部）

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
そ
の
軍
の
力
を
用
い
て
政
界
に
進
出
し
、
遂
に
獄
官
が
国
家
の
事
実
上
の
統
治
者
に
ま
で
な
り
終
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
於
い
て
、
北
司
と
い
う
語
が
意
味
す
る
内
容
が
、
異
な
っ
て
来
る
の
で
あ
っ
て
、
北
司
と
言
え
ば
、
最
早
や
そ
れ
は
寛
仁
を
意
味
す
る

よ
う
に
な
っ
て
来
た
。

　
文
宗
は
甘
露
の
変
後
は
、
通
鑑
査
二
百
四
十
五
唐
文
宗
開
成
元
年
十
一
月
の
条
に
、
　
「
上
（
文
宗
）
自
漏
甘
露
腰
変
↓
意
忽
忽
不
レ
楽
」
と
あ
る

よ
う
に
、
失
意
の
状
態
の
ま
ま
で
崩
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
の
君
主
の
在
位
の
時
も
、
依
然
と
し
て
器
官
の
専
横
は
続
い
て
憶
む
こ
と
が

な
か
っ
た
が
、
昭
宗
の
天
復
三
年
（
九
〇
三
）
正
月
に
な
っ
て
、
朱
全
忠
の
た
め
に
、
盲
官
は
長
安
に
居
る
者
も
地
方
に
居
る
者
も
、
悉
く
が
謙

殺
さ
れ
、
こ
こ
に
竃
官
の
専
横
は
終
り
を
告
げ
た
。
し
か
し
唐
の
国
家
そ
の
も
の
も
、
間
も
な
く
亡
ん
だ
の
で
あ
る
（
九
〇
七
）
。

①
　
新
唐
書
の
兵
志
に
、
「
唐
初
兵
之
成
ゾ
辺
者
、
大
臼
レ
軍
、
小
臼
二
守
捉
｛
日
ノ
域
、

　
日
レ
鎮
、
爾
総
レ
之
者
、
田
レ
道
」
と
あ
る
如
く
、
軍
と
は
辺
境
を
成
る
兵
士
の
駐

　
屯
す
る
場
所
の
一
種
で
あ
る
。

②
　
四
部
叢
刊
に
含
ま
れ
て
い
る
宋
三
士
を
景
印
せ
る
通
鑑
考
異
の
巻
十
八
に
見
え

　
る
こ
の
旧
獲
文
場
伝
云
の
一
文
に
は
、
こ
の
「
而
翠
蓋
代
ノ
之
也
」
は
「
而
仙
鳴

　
代
也
」
と
な
っ
て
い
て
、
之
の
字
は
無
い
。

③
　
新
唐
書
の
餐
文
場
・
霊
仙
鳴
伝
に
言
う
是
時
と
は
、
両
人
が
禁
旅
を
分
統
す
る

　
よ
う
に
な
っ
た
時
を
需
う
の
で
あ
る
が
、
旧
唐
書
の
資
文
場
・
凸
凹
鳴
伝
に
は
、

　
そ
れ
か
ら
少
し
後
の
頁
元
十
二
年
六
月
に
、
徳
宗
が
護
軍
中
尉
の
官
を
両
員
ほ
ど

五
南
北
司
の
成
立

　
を
特
に
設
け
て
、
餐
・
霊
の
両
人
を
、
そ
の
官
に
任
じ
た
際
の
こ
と
と
し
て
、
「
時

蜜
・
覆
之
権
、
振
二
品
天
下
（
藩
鎮
節
線
、
多
出
二
総
軍
唖
台
省
清
要
、
時
出
二
其

門
こ
と
記
さ
れ
て
あ
っ
て
、
新
唐
書
と
多
少
時
期
が
異
な
っ
て
い
る
。
通
鑑
巻

　
二
百
三
十
五
唐
徳
宗
貞
元
十
二
年
六
月
乙
丑
の
条
の
璽
・
覆
両
人
が
護
軍
中
尉
に

任
ぜ
ら
れ
た
記
箏
の
所
に
も
、
旧
唐
虞
と
同
様
に
、
　
「
是
時
、
彊
・
霊
勢
傾
二
中

外
叫
藩
鎮
将
帥
、
多
串
紳
策
軍
嚇
台
省
清
要
、
富
有
下
出
二
黒
門
著
上
暮
と
記

　
さ
れ
て
い
る
。

④
旧
唐
金
餐
・
覆
伝
に
は
、
こ
の
括
弧
の
中
尉
護
軍
の
四
字
置
無
い
が
、
新
墨
書

　
の
蜜
・
獲
伝
に
は
あ
る
を
以
て
、
こ
こ
に
そ
れ
を
補
っ
た
。

　
既
に
述
べ
て
あ
る
如
く
、
唐
の
初
期
に
お
い
て
は
、
宮
城
の
北
に
駐
屯
し
て
い
る
禁
軍
を
北
衙
、
或
は
北
牙
と
言
い
、
宮
城
の
南
に
居
る
十

二
衛
な
ど
の
軍
隊
及
び
中
央
の
諸
行
政
官
庁
の
こ
と
を
南
衙
、
或
は
南
牙
と
称
し
て
い
た
が
、
唐
の
第
二
代
太
宗
の
時
に
、
一
通
り
整
っ
た
律

令
体
制
も
、
段
々
と
太
平
に
な
れ
て
弛
緩
し
て
、
南
衙
の
十
二
衛
の
衛
士
の
交
代
も
崩
れ
て
傭
兵
に
よ
っ
て
充
す
状
態
と
な
っ
た
。
し
か
も
北
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衙
の
愈
愈
が
、
君
主
に
近
接
し
て
、
次
第
に
勢
力
を
増
す
に
比
例
し
て
、
南
衙
の
諸
藩
は
衰
微
し
、
遂
に
有
名
無
実
の
も
の
と
な
り
、
た
だ
幹

部
の
諸
官
の
み
が
残
存
す
る
に
過
ぎ
ぬ
も
の
と
な
っ
た
。
通
手
巻
二
百
三
十
四
唐
徳
宗
東
元
八
年
の
終
り
の
所
に
、

　
左
重
織
大
将
軍
柏
良
器
、
募
漏
暴
勇
之
土
一
廉
易
昌
販
竃
者
ハ
監
軍
賢
文
場
悪
レ
之
、
会
良
器
妻
族
、
飲
酔
寓
コ
宿
畜
舎
↓
十
二
月
丙
戌
（
良
器
坐
左
コ
遷
右
領
軍
↓

　
自
レ
是
窺
官
、
始
専
二
軍
政
｛

と
い
う
一
文
が
見
え
て
お
り
、
こ
れ
は
剰
官
の
醤
文
場
が
、
富
官
に
非
ざ
る
柏
良
器
の
才
能
を
ね
た
み
、
良
器
の
妻
族
が
鶴
木
を
犯
し
た
の
を

見
つ
け
て
、
良
器
を
罪
に
坐
せ
し
め
、
専
領
軍
衛
に
左
遷
さ
せ
た
こ
と
を
、
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
所
に
あ
る
胡
三
省
の
註
は
、

　
為
下
高
官
挾
一
兵
権
一
鳥
脅
昌
天
子
一
張
本
か
盤
領
軍
、
十
六
衛
之
一
也
、
遠
藤
牙
諸
衛
、
具
レ
位
而
已
、
北
軍
配
昌
兵
権
一
重
、
故
良
器
為
二
左
遷
（

と
説
明
し
て
お
り
、
当
時
は
南
衙
の
音
質
は
既
に
有
名
無
実
で
、
そ
の
所
属
の
諸
官
は
た
だ
位
に
具
わ
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
右
領
軍
衛
は

そ
の
諸
爾
の
一
つ
で
あ
る
か
ら
、
実
兵
を
指
揮
し
て
い
る
神
策
軍
か
ら
遷
さ
れ
る
こ
と
は
、
左
遷
に
な
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
胡
三
省
の
説
明

に
よ
っ
て
明
か
な
如
く
、
南
衙
禁
軍
の
諸
衛
は
、
徳
宗
の
時
に
は
、
既
に
名
だ
け
の
も
の
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
徳
宗
か
ら
順
宗
・

仁
慈
・
穆
宗
・
敬
宗
を
経
て
文
宗
の
在
位
の
時
の
こ
と
と
し
て
、
通
運
巻
二
百
四
十
五
唐
文
宗
開
成
元
年
（
八
三
六
）
正
月
辛
丑
朔
の
条
に
、

　
上
（
文
宗
）
御
昌
宣
政
界
↓
黒
陶
天
下
一
改
元
、
仇
士
良
請
下
以
昌
神
策
略
一
衛
串
殿
門
が
諌
議
大
夫
漏
定
言
昌
其
不
可
哨
乃
止
、
定
宿
之
弟
也
、

と
あ
り
、
仇
士
良
が
神
策
軍
か
ら
編
成
せ
る
杖
衛
を
以
て
、
長
安
の
殿
門
を
守
衛
せ
し
め
る
よ
う
に
と
上
凝
し
た
の
に
対
し
て
、
諌
議
大
夫
の

漏
定
が
反
対
し
た
の
で
、
実
現
し
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
こ
の
所
に
あ
る
胡
三
省
の
註
は
、

　
南
牙
十
六
愚
論
兵
、
至
レ
細
事
旧
名
存
一
実
亡
、
然
以
昌
北
軍
一
衛
轟
南
牙
↓
剛
外
朝
亦
将
レ
素
躍
命
於
北
司
｛
既
棊
轟
太
宗
之
紀
綱
↓
又
増
二
竃
官
之
勢
焔
ハ
故
薦
定

　
雷
晶
其
不
可
納

と
説
明
し
て
お
り
、
仇
士
良
が
神
策
侯
衛
を
以
て
耳
門
を
警
護
せ
し
め
よ
と
請
う
の
は
、
こ
れ
は
笹
葺
の
諸
衛
の
兵
は
、
最
早
や
有
名
無
実
と

な
り
、
従
っ
て
諸
衛
の
中
の
長
安
諸
殿
門
を
警
護
す
る
の
は
、
監
門
衛
で
あ
り
、
宮
城
・
京
城
な
ど
を
巡
警
す
る
の
は
金
吾
衛
で
あ
る
が
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

れ
ら
の
兵
も
無
く
な
っ
て
い
る
か
ら
、
北
衙
の
神
策
侯
衛
を
以
て
警
護
に
当
て
る
よ
う
に
と
望
ん
だ
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
北
開
が
南
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衙
を
支
配
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
太
宗
の
定
め
た
三
度
を
棄
す
こ
と
に
な
り
、
ま
た
北
衙
即
ち
当
時
は
野
司
と
称
せ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
寛
官
の
勢
力
を
増
大
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
公
定
は
反
対
し
た
の
で
あ
る
と
、
胡
三
省
は
述
べ
て
い
る
。
こ
の
文
宗
の
時
の
仇

士
良
の
上
請
の
こ
と
か
ら
し
て
も
、
墨
型
の
諸
衛
は
、
有
名
無
実
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
唐
の
前
半
頃
に
言

わ
れ
て
い
た
南
牙
即
ち
梶
野
と
北
牙
即
ち
北
衙
と
は
、
主
と
し
て
禁
軍
の
相
違
に
よ
っ
て
の
区
別
名
で
あ
っ
た
が
、
唐
の
後
半
に
な
っ
て
は
、

禁
軍
の
相
違
は
無
く
な
り
、
禁
軍
は
北
に
の
み
存
在
し
て
、
し
か
も
殆
ん
ど
が
神
策
軍
の
軍
隊
で
士
官
が
指
揮
す
る
も
の
で
あ
り
、
南
は
禁
軍

が
無
く
て
宰
相
を
始
め
と
す
る
文
官
達
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
於
い
て
、
南
北
牙
即
ち
南
北
衙
の
名
称
は
変
じ
て
、
南
北
司
と
称
せ
ら
れ
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

に
な
っ
た
。
南
北
司
の
例
を
、
通
鑑
の
中
か
ら
拾
っ
て
み
る
に
、
通
鑑
巻
二
百
四
十
三
唐
文
宗
大
和
二
年
三
月
の
条
の
所
に
見
え
る
詩
吟
の
対

策
に
は
、

　
法
施
晶
画
一
↓
官
宜
レ
正
レ
名
、
今
流
昌
外
官
・
中
正
之
員
↓
立
晶
南
司
・
北
司
之
局
中
華
犯
懸
鰭
干
南
↓
則
亡
コ
命
干
北
ハ
鼻
許
昌
骨
子
外
↓
奥
意
昌
律
於
中
ハ
法

　
幽
多
レ
門
、
人
無
レ
所
レ
措
、
実
由
在
ハ
農
勢
異
蒲
中
外
法
殊
一
也
、

と
述
べ
て
あ
り
、
こ
こ
に
外
官
と
中
華
と
、
及
び
南
司
と
北
界
と
の
語
が
見
え
て
い
る
が
、
こ
の
語
に
つ
い
て
、
胡
三
省
の
註
は
、

　
百
官
赴
昌
南
牙
朝
会
一
々
、
謂
昌
之
外
官
↓
亦
謂
昌
之
南
司
↓
魔
官
列
昌
局
於
玄
武
門
内
（
両
軍
中
尉
三
助
諸
営
於
苑
中
毒
謂
二
豊
中
官
ハ
亦
謂
晶
之
北
見
ハ

と
説
明
し
、
外
官
と
爾
司
と
は
同
一
の
も
の
で
あ
っ
て
以
前
の
南
衙
に
当
た
り
、
中
官
と
北
司
と
は
同
一
の
も
の
で
あ
っ
て
以
前
の
北
衙
に
当

た
る
が
、
し
か
し
各
構
成
員
は
以
前
と
は
異
な
り
、
南
司
に
は
実
兵
は
無
く
て
朝
里
即
ち
文
宮
が
主
で
あ
り
、
北
司
は
神
聖
諸
営
の
外
に
寛
官

が
加
わ
っ
て
そ
の
主
体
を
な
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
通
鑑
巻
二
百
四
十
九
唐
国
宗
大
中
八
年
の
条
の
終
り
の
所
に
、

　
上
（
詩
宗
）
又
嘗
与
晶
令
狐
絢
輔
謀
西
園
訣
昌
竃
官
↓
細
思
霊
活
及
昌
無
難
↓
密
奏
日
、
但
有
レ
罪
勿
レ
捨
、
有
レ
闘
勿
レ
補
、
自
然
漸
耗
、
至
二
於
尽
一
等
、
宙
三
選

　
見
呂
其
奏
↓
由
レ
是
益
与
昌
朝
士
一
相
悪
、
南
北
司
如
昌
水
火
」
　
、

と
見
え
、
北
司
は
宙
官
、
南
司
は
雪
叩
即
ち
皇
宮
た
る
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
通
説
巻
二
百
五
十
四
唐
僖
宗
中
和
元
年
三
月
の
条
に
は
、
僖
宗

が
黄
巣
の
乱
兵
を
避
け
て
、
蜀
の
成
都
に
遷
る
と
、
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群
臣
追
コ
従
車
駕
一
者
、
納
集
昌
成
都
ハ
南
北
司
朝
者
、
近
三
一
百
人
ハ
諸
道
及
四
夷
貢
献
不
レ
絶
、

と
あ
っ
て
、
南
北
司
の
例
が
見
え
て
い
る
が
、
同
書
同
一
同
年
七
月
の
条
に
も
、

　
上
（
僖
宗
）
日
夕
専
与
昌
虚
者
一
同
レ
処
、
議
晶
天
下
車
轍
待
門
外
臣
一
殊
疎
薄
、
庚
午
、
左
拾
遺
孟
昭
図
上
疏
以
為
、
治
安
之
代
、
遽
掛
減
応
レ
同
レ
心
、
多
難
之

　
時
、
中
外
尤
当
レ
ー
レ
体
、
去
冬
、
車
駕
西
幸
、
不
レ
告
二
南
司
ハ
遂
使
三
宰
相
僕
射
以
下
、
悉
為
馬
賊
所
司
屠
、
独
男
司
平
善
、
　
（
中
略
）
　
夫
天
下
者
、
高
祖
・

　
太
宗
之
天
下
、
非
・
【
宮
司
之
天
下
↓
天
子
者
、
四
海
九
州
之
天
子
、
非
昌
北
司
之
天
子
｛
諸
司
未
二
必
尽
可
ツ
信
、
南
司
未
晶
翻
訳
無
ツ
用
、
（
下
略
）

と
あ
っ
て
、
南
北
司
の
例
が
見
え
、
南
司
は
宰
相
ら
の
文
官
、
北
司
は
窪
官
を
指
す
こ
と
を
明
か
に
し
て
い
る
。
僖
宗
の
次
に
は
、
昭
宗
が
即

位
す
る
が
、
通
鑑
の
昭
宗
紀
の
所
に
は
、
南
北
司
の
例
が
多
く
見
え
て
い
る
。
そ
の
中
の
主
な
る
二
例
を
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。
即
ち
通
鑑
巻

二
百
六
十
二
唐
昭
宗
光
化
三
年
六
月
の
条
の
所
に
、

　
上
（
昭
宗
）
素
疾
口
調
官
↓
枢
密
使
宋
道
弼
・
景
務
脩
専
横
、
崔
胤
与
レ
上
窓
前
昌
権
官
d
車
蝦
知
レ
之
、
由
レ
是
南
北
司
、
益
相
憎
嫉
、
各
論
昌
藩
鎮
一
為
レ
援
、

　
以
絹
傾
奪
、

と
あ
る
の
や
、
同
書
同
巻
同
年
十
月
の
条
の
所
に
、

　
湿
半
三
線
レ
帯
密
謀
皿
　
尽
訣
昌
竃
官
↓
及
轟
立
道
弼
・
躍
増
脩
死
帖
寛
宮
益
催
、
上
自
昌
華
州
一
還
、
忽
忽
不
レ
楽
、
多
縦
レ
酒
、
喜
怒
不
レ
常
、
左
脚
尤
自
危
、

　
於
レ
是
、
予
輩
中
尉
劉
季
述
・
右
軍
中
尉
王
仲
先
・
枢
密
調
膳
彦
範
・
薩
斉
催
等
、
出
陣
与
謀
日
、
主
上
軽
挑
、
多
島
論
纂
雪
濁
昌
中
事
↓
専
管
コ
任
南
司
ハ
吾

　
輩
終
罹
品
其
禍
ハ
不
レ
若
壷
中
太
子
一
鞭
レ
之
、
尊
昌
主
上
㎝
為
昌
太
上
皇
（
引
昌
岐
子
嚢
】
為
レ
援
、
控
コ
捌
諸
藩
↓
誰
能
害
レ
我
哉
、

と
あ
り
、
共
に
霜
曇
の
窺
官
を
除
去
す
る
謀
に
つ
い
て
、
南
北
司
の
こ
と
が
見
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
光
化
三
年
十
月
目
条
の
も
の
に
、

「
聴
⇒
任
南
司
こ
と
あ
る
所
に
は
、
胡
三
省
が
、
「
時
寵
堅
頭
篇
之
北
司
↓
謂
一
一
南
牙
百
官
一
為
二
南
司
こ
と
註
し
て
お
り
、
北
颪
は
窪
官
、
南
司

は
百
官
を
言
う
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
唐
の
南
北
牙
即
ち
多
士
衙
は
、
そ
の
後
半
か
ら
南
北
司
と
称
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
し
か
し
時
折
矢
張
り
旧
名
称
を

用
い
る
場
合
も
あ
っ
た
。
そ
の
例
を
少
し
く
掲
げ
よ
う
。
先
ず
通
鑑
巻
二
百
四
十
九
唐
鞍
宗
大
中
十
年
十
一
月
の
条
に
、
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内
園
使
欝
欝
建
学
晶
鄭
朗
一
帯
レ
避
レ
馬
、
朗
奏
レ
之
、
上
（
宣
宗
）
責
昌
敬
窺
↓
対
日
、
供
奉
官
例
不
レ
避
、
上
野
、
汝
衛
昌
軟
命
一
横
絶
可
也
、
壼
得
や
私
呂
而

　
不
ウ
避
晶
宰
相
一
乎
、
命
剥
レ
色
配
二
南
牙
納

と
あ
っ
て
、
当
時
既
に
南
司
と
北
司
の
語
が
使
用
さ
れ
て
い
た
の
に
も
拘
ら
ず
、
南
牙
の
語
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
通
鑑
巻
二
百
五
十
二

唐
僖
宗
乾
符
元
年
十
二
月
の
条
に
は
、

　
上
（
僖
宗
）
年
少
、
政
在
昌
臣
下
↓
南
牙
北
司
、
互
相
矛
楯
、

と
あ
っ
て
、
南
司
北
司
の
代
わ
り
に
、
南
下
北
司
と
言
っ
て
お
り
、
更
に
通
鑑
巻
二
百
五
十
六
唐
諸
宗
光
啓
元
年
閏
三
月
の
条
に
は
、

　
初
田
令
孜
在
レ
蜀
募
昌
新
春
五
十
四
都
↓
毎
都
千
人
、
分
コ
隷
両
神
策
一
斗
昌
十
軍
ハ
以
統
レ
之
、
又
南
牙
北
司
官
共
万
鯨
員
、

と
あ
っ
て
、
南
話
芸
司
の
例
が
見
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
南
司
と
称
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
爾
牙
と
称
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
北
司
と
言
う

べ
き
と
こ
ろ
を
、
北
牙
と
称
す
る
例
は
無
い
よ
う
で
あ
る
。

　
南
司
と
北
司
と
は
、
仲
が
悪
く
、
常
に
相
争
っ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
、
既
に
掲
げ
て
あ
る
通
町
巻
二
百
四
十
九
唐
宣
早
大
中
入
年
の
条
の

終
り
の
所
に
、

　
上
（
宣
）
又
嘗
与
＝
令
狐
絢
一
謀
三
縄
諜
昌
寛
官
↓
遠
野
三
塁
及
山
鴬
享
↓
密
奏
田
、
但
有
レ
罪
勿
レ
捨
、
有
レ
閾
勿
レ
補
、
自
然
漸
耗
、
至
昌
於
尽
一
尖
、
宙
者
籟
見
篇

　
其
奏
噴
由
レ
是
益
与
二
朝
士
一
相
悪
、
南
北
司
如
二
水
火
諏
矢
、

と
あ
り
、
ま
た
通
鑑
巻
二
百
五
十
二
唐
僖
宗
乾
符
元
年
十
二
月
の
条
の
終
り
の
所
に

　
上
（
僖
宗
）
年
少
、
致
在
二
臣
下
納
爾
牙
北
司
、
互
粗
矛
楯
、

と
あ
る
が
、
更
に
は
ま
た
通
鑑
巻
二
百
六
十
二
唐
昭
宗
光
化
三
年
六
月
の
条
の
所
に
、

　
司
空
門
下
侍
郎
川
平
善
事
王
揮
、
明
達
有
晶
度
量
ハ
晴
耳
漏
良
相
押
上
（
昭
宗
）
素
絹
晶
宙
官
ハ
枢
密
使
宋
道
弼
・
景
薬
毒
専
横
、
雀
麗
日
与
レ
上
刻
レ
芸
二
寵
官
↓

　
窪
宮
知
レ
之
、
由
レ
是
南
北
司
益
網
憎
嫉
、
各
結
＝
藩
鎮
一
為
レ
援
、
時
相
傾
餐
、
肝
腫
昌
其
致
㌻
乱
、
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と
あ
っ
て
、
南
司
と
北
司
と
が
糟
憎
話
し
あ
う
結
果
、
節
度
使
を
味
方
に
引
入
れ
て
、

度
使
の
勢
力
が
、
既
に
南
司
や
北
司
を
凌
駕
し
て
い
る
こ
と
を
愛
す
も
の
で
あ
っ
て
、

め
に
、
北
司
の
窪
官
共
は
繊
滅
さ
れ
る
運
命
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

①
　
北
衙
の
兵
を
以
て
、
南
衙
の
兵
が
警
護
す
べ
き
所
を
警
護
せ
し
め
よ
う
と
す
る

　
の
は
、
可
で
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
文
宗
の
大
和
二
年
以
前
に
も
、
そ
の
例

　
が
あ
る
。
そ
れ
は
通
鑑
巻
二
百
二
十
一
唐
齋
宗
乾
元
二
年
（
七
五
九
）
三
月
甲
午

　
の
条
に
、

　
　
於
ノ
是
、
京
師
多
レ
盗
、
李
輔
国
請
下
選
羽
林
騎
士
五
百
一
以
備
寧
闘
乱
上
李
揆
上

　
　
疏
日
、
昔
西
漢
以
二
南
北
軍
一
相
制
、
故
周
勃
因
島
出
軍
一
入
智
北
軍
｛
遂
安
二
劉

　
　
氏
哨
皇
朝
置
二
南
北
嘉
納
文
武
区
分
、
以
相
伺
察
、
今
以
二
羽
林
一
代
二
金
吾
一

　
　
警
レ
夜
、
忽
有
二
非
常
之
変
州
将
何
以
制
レ
之
、
乃
止
、

そ
の
力
を
借
る
に
至
っ
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
、
節

や
が
て
は
、
そ
の
節
度
使
の
｝
入
で
あ
る
朱
金
忠
の
た

　
と
あ
り
、
こ
の
所
の
胡
三
省
の
註
は
、

　
　
金
吾
衛
属
二
南
牙
↓
羽
林
衛
属
二
北
牙
↓
金
吾
掌
二
巡
微
｛
李
輔
国
賊
下
以
二
羽
林

　
　
軍
一
奪
掌
二
曹
か
故
李
揆
以
為
レ
言
、

　
と
説
明
し
て
い
る
。

②
　
劉
費
の
こ
の
対
策
の
こ
と
は
、
旧
唐
書
巻
百
九
十
下
、
及
び
新
唐
書
巻
百
七
十

　
八
の
各
劉
萱
伝
に
も
見
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
（
東
北
大
学
名
誉
教
授
　
東
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Transition　from　SoUth　Ya劇論and　North　Ya北衙to

South　Ssu南司and　North　Ssu北司in　the　T’ang　Period

by

Sizuo　Sogabe

　　The　imperial　guards　for　the　Emperbrs　in　the　T’ang　period　was　con一

．sisted　of　South　ya　andハlorth．　ya，　South　ya．was　called　the　Various

Wei（諸衛）and　stayed．　at　south．of　the　palace．　North　ya　was　called

the　Chin　armS，（禁軍）and　s．tayed　at　north　of　the　palace．　However，　this

guard　．systerp．had　bee．n．gradually　deformed　or　disappeared　as　time

passed．　Toward　the　end　of　，the　’T’ang　period，　South　ya　was　completely

・disappeared　and　only　c1vil　othcials　remained　and　Arorth　ya　joined　to

the　Shept．．彦s’e　army　（ネ申．策軍：）　under　the　control　of　the　eunuchi　（密官），

After　this　ckange　of　the　guard　system，　South　ya　was　cal！ed　South

Ssu　and．　North　pta．　was　called　North　Ssu．

The　Self；government　and　the　Oligarchy．

　　　　in　English　Mediaeval　Boroughs

by

Ybshiteru　Takei

　　Not　a　few　vague　po；nts　sti11　remain　as　to　the incorporation　of　medi－

aeval’　English　bor’盾浮№?ｓ，i particularly　as　to　the　time　when　they　were

incorporated．　Theoretically　speaking，　one　cannot　help　recognizing　the

difference　of　opinion　about　it　between　A．　Ballard　and　M．　Weinbaum．

The　author，　taking　up　the　position　that　stress　shouid　be　put　on　the

former，　attributes　thls　difference　to　the　separation　of　the　real　from

the　nominal　or　legal　incorporation．　Judging　from　the　legal　forma！ism，

the　incorporatj　on　of　the　mediaeval　English　borough　should　have　been

accomplished　by　the　grant　of　the　royal　charter　which　placed　them　on

an　equal　footing　with　the　county．
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